


　
明
治
３６
年
１１
月
６
日
、
日
本
郵
船
の
船

長
で
あ
っ
た
父
・
武
平
の
三
男
と
し
て
弥

生
町
に
生
ま
れ
る
。
長
兄
は
小
説
家
で
天

台
宗
僧
侶
の
今
東
光
。
幼
児
期
は
小
樽
、

横
浜
で
育
つ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
明
治
４４
年
、
父
の
転
勤
に
よ
り
神
戸
市

の
小
学
校
へ
入
学
。
神
戸
一
中
か
ら
東
京

の
暁
星
中
学
を
経
て
旧
制
浦
和
高
校
に
入

学
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
大
正
１４
年
、
東
京
帝
国
大
学
仏
蘭
西
文

学
科
へ
進
み
、
辰
野
隆
、
鈴
木
信
太
郎
ら

に
学
ぶ
。
同
期
に
小
林
秀
雄
、
三
好
達
治
、

中
島
健
蔵
ら
が
、
一
年
下
に
佐
藤
正
彰
、

武
田
麟
太
郎
ら
が
い
た
。
築
地
小
劇
場
を

観
て
演
劇
に
熱
中
し
、
翌
年
村
山
知
義
、

河
原
崎
長
十
郎
、
市
川
団
次
郎
、
池
谷
信

三
郎
ら
が
結
成
し
た
劇
団
「
心
座
」
の
演

出
に
加
わ
る
。
ま
た
、
中
学
の
頃
か
ら
チ

ェ
ロ
を
始
め
、
高
校
以
来
の
親
友
諸
井
三

郎
が
昭
和
２
年
に
始
め
た
前
衛
的
な
音
楽

団
体
「
ス
ル
ヤ
」
に
関
係
す
る
。
　
　
　

　
昭
和
３
年
、
東
大
仏
文
科
を
卒
業
す
る
。

就
職
で
き
ず
法
科
へ
入
り
直
す
が
、
外
交

官
試
験
の
年
齢
制
限
に
気
付
き
翌
年
退
学

す
る
。
矢
代
幸
雄
の
「
黒
田
清
輝
美
術
研

究
所
」
（
現
・
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
）

の
嘱
託
と
し
て
西
洋
美
術
史
を
１
年
あ
ま

り
研
究
す
る
。
同
年
、
「
文
芸
都
市
」
、

５
年
に
は
「
作
品
」
の
同
人
と
な
り
、
の

ち
に
「
文
學
界
」
の
同
人
に
加
わ
り
、
評

論
・
随
筆
・
翻
訳
を
載
せ
る
。
左
翼
に
同

じ
な
い
正
統
芸
術
派
的
立
場
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
４
年
、
心
座
か
ら
中
村
正
常
、
舟

橋
聖
一
、
池
谷
信
三
郎
ら
右
派
が
独
立
し

た
「
蝙
蝠
座
（
こ
う
も
り
ざ
）」に
加
わ
る
。

　
昭
和
１６
年
１１
月
、
陸
軍
の
報
道
班
員
に

徴
用
さ
れ
、
三
木
清
、
尾
崎
士
郎
、
石
坂

洋
次
郎
、
火
野
葦
平
ら
と
太
平
洋
戦
争
初

期
の
マ
ニ
ラ
に
約
１
年
滞
在
。
こ
の
体
験

が
「
比
島
従
軍
」
と
し
て
発
表
さ
れ
た
。

１９
年
１２
月
に
再
度
徴
用
さ
れ
た
と
き
は
、

マ
ニ
ラ
に
着
い
て
８
日
目
に
ア
メ
リ
カ
軍

が
上
陸
し
、
ル
ソ
ン
島
北
部
へ
の
約
５
ヶ

月
の
逃
避
行
の
の
ち
、
台
湾
へ
脱
出
。
さ

ら
に
台
北
か
ら
福
岡
雁
ノ
巣
飛
行
場
へ
帰

る
。
こ
の
レ
イ
テ
島
総
攻
撃
報
道
の
た
め
、

敗
走
す
る
日
本
軍
と
５
ヶ
月
間
山
中
を
放

浪
。
そ
の
時
の
記
録
「
山
中
放
浪
」
は
、

戦
争
文
学
の
傑
作
と
い
わ
れ
て
い
る
。
　

　
昭
和
２６
年
、
小
説
「
天
皇
の
帽
子
」
で

第
２３
回
直
木
賞
を
受
賞
。
４１
年
、
網
膜
剥

離
で
片
目
の
視
力
を
失
う
。
　
　
　
　
　

　
昭
和
４３
年
６
月
、
佐
藤
栄
作
首
相
に
請

わ
れ
て
文
化
庁
初
代
長
官
と
な
り
、
約
４

年
間
勤
め
る
。
４７
年
１０
月
か
ら
国
際
交
流

基
金
の
初
代
理
事
長
を
８
年
間
勤
め
、
モ

ナ
リ
ザ
の
日
本
初
公
開
、
お
よ
び
パ
リ
の

唐
招
提
寺
展
を
実
現
さ
せ
る
。
　
　
　
　

　
昭
和
４９
年
、
勲
一
等
瑞
宝
章
を
受
け
、

５３
年
文
化
功
労
者
に
選
ば
れ
る
。
５５
年
、

国
立
劇
場
の
会
長
と
な
る
。
そ
の
ほ
か
、

放
送
番
組
向
上
委
員
会
委
員
長
、
日
本
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
協
会
会
長
な
ど
の
役
職
が
、

８０
近
く
に
及
ん
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
昭
和
５９
年
７
月
３０
日
、
８１
年
の
生
涯
を

閉
じ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 　
写
真
・
取
材
協
力
／
函
館
市
文
学
館
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
函
館
市
中
央
図
書
館
　
　
　

　 



　様々な音楽的バックグラウンドを持ち合わせ、１１人 
１１色のメンバーで編成されるガールズ・ブラス・ユニ 
ットとして人気上昇中の「東京ブラススタイル」。性別、 
世代を超えて楽しめるアニメソングやクリスマスソング 
をジャズ、スカ、ロック、スウィング、ラテンなど変幻 
自在なアレンジと、縦横無尽なステージパフォーマンス 
で聴かせる、魅せる、新しいカタチのブラスバンドのコ 
ンサートです。 
日　時　１２月５日�午後６時３０分 
会　場　函館市芸術ホール 
料　金　一般３,０００円、ペア５,０００円 
　　　　学生１,５００円 
　　　　（全席指定、当日５００円増） 
※ペア券・学生券は芸術ホール、市民会館のみの取扱 
主　催　�函館市文化・スポーツ振興財団、 
　　　　北海道新聞函館支社、ＨＢＣ函館放送局 
問合せ　�５５―３５２１（芸術ホール） 

　
”
Ｂ
Ｉ
Ｇ
　
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ａ
　
Ｙ
Ｕ
Ｋ

Ａ
“
と
呼
ば
れ
る
日
本
ゴ
ス
ペ
ル
界

の
第
一
人
者
。
札
幌
生
ま
れ
、
東
京

育
ち
。
バ
ー
バ
ラ
・
コ
ブ
に
専
門
ゴ

ス
ペ
ル
を
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
バ
ッ
キ

ン
ハ
イ
ム
に
発
声
学
、カ
ー
マ
イ
ン
・

カ
ル
ー
ソ
に
ジ
ャ
ズ
理
論
及
び
演
奏

形
態
を
学
ぶ
。
９３
年
ゴ
ス
ペ
ル
を
主

と
す
る
ク
ワ
イ
ア
、
亀
渕
友
香
＆
Ｖ

Ｏ
Ｊ
Ａ
（
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
　

ｏ
ｆ
　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
）を
結
成
。リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
動
を
開
始
す
る
。
独

自
の
コ
ー
ラ
ス
ア
レ
ン
ジ
を
特
徴
に

ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
や
浜
崎
あ
ゆ
み
、

Ｂ
Ｏ
Ａ
の
バ
ッ
ク
コ
ー
ラ
ス
な
ど
幅

広
く
活
動
中
。
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１２
月
１２
日
�
午
後
６
時
３０
分

会
場
　
函
館
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
　

料
金
　
Ｓ
席
　
　
　
　
４
０
０
０
円

　
　
　
Ｓ
席
ペ
ア
　
　
７
０
０
０
円

　
　
　
Ａ
席
　
　
　
　
３
０
０
０
円

　
　
　
高
校
生
以
下
半
額
（
ペ
ア
券

　
　
　
は
対
象
外
で
す
）
　
　
　
　

　
　
　（
全
席
指
定
、当
日
５
０
０
円
増
）

※
ペ
ア
券
・
高
校
生
以
下
券
は
市
民

　
会
館
、
芸
術
ホ
ー
ル
の
み
の
取
扱

　
当
日
は
無
料
託
児
室
を
用
意
し
て
 

 

　
い
ま
す
。（
要
事
前
申
込
み
）
　
　

主
催
　
�
函
館
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
振
興
財
団
、
北
海
道
新
聞
函
館

　
　
　
支
社
、
Ｈ
Ｂ
Ｃ
函
館
放
送
局

問
合
せ
　
�
５７
¦
３
１
１
１
（
市
民
会
館
）

○
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
　
　
　
　
　

時
間
　
午
後
８
時
４５
分
　
　
　
　
　

　
　
　
（
コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
）
　

場
所
　
市
民
会
館
前
バ
ス
停
発
車
　

※
た
だ
し
、満
員
に
な
っ
た
場
合
は
、

　
時
刻
前
に
出
発
す
る
こ
と
が
あ
り

　
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旭
岡
線
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
市
民
会
館
前
〜
旭
岡
中
学
校
前
　

美
原
線
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
市
民
会
館
前
〜
昭
和
タ
ー
ミ
ナ
ル

運
賃
　
通
常
の
乗
合
運
賃
　
　
　
　 

　ロン＝ティボー、クライスラーをはじめとする、５つ 
の権威ある国際コンクールにて優勝し、昨年には、世界 
トップクラスのオーケストラ、ベルリン・フィルハーモ 
ニー交響楽団の第一コンサートマスターに内定したこと 
で大きな注目を集めた、若手ヴァイオリニスト樫本大進 
と、幼い頃から神童と賞賛されてきた天才ピアニスト、 
コンスタンチン・リフシッツの競演。 
曲　目　～オール・ベートーヴェン・プログラム～ 
　　　　ヴァイオリン・ソナタ第１番 
　　　　　ニ長調作品１２－１ 
　　　　ヴァイオリン・ソナタ第５番 
　　　　　ヘ長調作品２４「春」 
　　　　ヴァイオリン・ソナタ第１０番ト長調作品９６ 
日　時　１２月２１日�午後６時４５分 
会　場　函館市芸術ホール 
料　金　Ｓ席５,０００円、Ａ席４,０００円、 
　　　　Ｂ席３,０００円、学生２,５００円 
　　　　（全席指定、当日５００円増） 
※学生券は芸術ホール、市民会館のみの取扱 
主　催　�函館市文化・スポーツ振興財団、 
　　　　北海道新聞函館支社、ＨＢＣ函館放送局 
問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール）　 



 

函
館
市
民
ス
ケ
ー
ト
場
は
、
外
周

２
５
０
ｍ
の
ス
ピ
ー
ド
リ
ン
ク
と
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
や
フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
で

き
る
サ
ブ
リ
ン
ク
の
他
、
軽
食
コ
ー

ナ
ー
を
備
え
た
ス
ケ
ー
ト
場
で
す
。

期
間
中
は
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
教

室
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
冬
の
健
康
づ

く
り
や
憩
い
の
場
と
し
て
大
変
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
土
・
日
・

祝
日
及
び
１
月
２
日
に
は
無
料
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
も
運
行
し
て
お
り
ま
す
。

●
今
年
は
４
時
か
ら
夜
間
割
引
！
　

　
午
後
４
時
以
降
に
来
場
さ
れ
た
方

は
通
常
の
使
用
料
の
半
額
料
金
で
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
　
　
　
　
　

●
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
に
つ
い
て
　
　 

・
１
回
の
有
料
入
場
に
つ
き
ス
タ
ン

　
プ
を
１
つ
押
し
ま
す
。
　
　
　
　 

・
ス
タ
ン
プ
５
つ
で
１
回
入
場
が
無

　
料
と
な
り
ま
す
。
　
　
　
　 

・
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
プ
デ
ー
（
平
日
に

　
限
り
ス
タ
ン
プ
を
２
つ
押
し
ま
す
）

●
イ
ベ
ン
ト
、
各
教
室
の
お
知
ら
せ

○
初
す
べ
り
お
年
玉
プ
レ
ゼ
ン
ト
　

日
程
　
１
月
２
日
�
　
　
　
　
　
　

○
イ
ベ
ン
ト
デ
ー
　
　
　
　
　
　
　

　
誰
で
も
参
加
で
き
る
簡
単
な
ゲ
ー

ム
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
来
場
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
１
月
２３
日
�
　
　
　
　
　
　

○
ス
ケ
ー
ト
実
技
講
習
会
　
　
　
　

　
ス
ケ
ー
ト
の
基
礎
的
な
技
術
・
理

論
・
指
導
法
な
ど
を
学
ぶ
。
　
　
　

日
時
　
１２
月
１６
日
�
午
前
９
時
　
　

参
加
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
一
般
市
民
・
教
職
員
　
　
　

定
員
　
３０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
み
　
１２
月
１
日
�
か
ら
１５
日
�

　
　
　
　
ま
で
直
接
ま
た
は
電
話
で

○
初
心
者
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
教
室

日
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ａ
　
１２
月
１３
日
�
・
１４
日
�
・
１６
日
�

　
　
　
　
１７
日
�
　
　
　
　
　
　
　

Ｂ
　
１２
月
２０
日
�
・
２１
日
�
・
２３
日
�

　
　
　
　
２４
日
�
　
　
　
　
　
　
　

Ｃ
　
１２
月
２６
日
�
・
２７
日
�
・
２９
日
�

　
　
　
　
３０
日
�
　
　
　
　
　
　
　

時
間
　
午
後
４
時
１５
分
〜
５
時
１５
分

受
講
料
　
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
学
生
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
各
コ
ー
ス
４０
名
　
　
　
　
　

申
込
み
　
１２
月
２
日
�
　
　
　
　
　

Ａ
　
午
後
４
時
４５
分
〜
５
時
　
　
　

Ｂ
　
午
後
５
時
３０
分
〜
５
時
４５
分
　

Ｃ
　
午
後
６
時
１５
分
〜
６
時
３０
分
　

○
親
子
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
教
室

日
程
　
１２
月
１８
日
�
・
１９
日
�
・
　

　
　
　
２３
日
�
・
２５
日
�
　
　
　
　

時
間
　
午
前
１０
時
〜
１０
時
４５
分
　
　

受
講
料
　
親
子
１
組
２
５
０
０
円
　

対
象
　
親
と
子
（
満
４
歳
か
ら
小
学

　
　
　
校
３
年
生
）
　
　
　
　
　
　

定
員
　
１５
組
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
み
　
１２
月
２
日
�
　
　
　
　
　

　
　
　
　
午
後
４
時
〜
４
時
１５
分
　

○
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト

　
教
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
１
月
４
日
�
・
５
日
�
・
　

　
　
　
６
日
�
・
７
日
�
・
８
日
�

時
間
　
午
後
４
時
１５
分
〜
５
時
１５
分

受
講
料
　
１
０
０
０
円
　
　
　
　
　

対
象
　
小
・
中
学
生
　
　
　
　
　
　

定
員
　
４０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
み
　
１２
月
２
日
�
　
　
　
　
　

　
　
　
　
午
後
７
時
〜
７
時
１５
分
　

※
各
ス
ケ
ー
ト
教
室
の
受
付
は
、
市

　
民
体
育
館
で
行
い
ま
す
。
定
員
を

　
超
え
た
場
合
は
、
そ
の
場
で
抽
選

　
と
し
、
申
込
者
１
名
に
つ
き
１
件

　
の
申
込
み
と
な
り
ま
す
。
　
　
　

問
合
せ
　
�
５４ 
¦
５
２
３
３（
ス
ケ
ー
ト
場
）

　
　
　
　 

開
設
期
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１２
月
１１
日
�
〜
２
月
２８
日
�
　
　

※
１２
月
３１
日
・
１
月
１
日
は
休
場
。

営
業
時
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
平
日
は
１２
時
〜
午
後
７
時
　
　
　

　
土
・
日
・
祝
日
及
び
小
・
中
学
校

の
冬
休
み
期
間
（
１２
月
２５
日
〜
１
月

１８
日
）
は
午
前
１０
時
〜
午
後
７
時
　

　
学
校
行
事
の
特
別
使
用
は
冬
休
み

明
け
の
期
間
中
、火
・
木
曜
日
の
午
前

１０
時
〜
１２
時
。他
の
曜
日
は
要
相
談
。

使
用
料
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
回
券
　
　
　
一
　
般
　
６
０
０
円

　
　
　
　
　
　
高
校
生
　
３
０
０
円

　
　
　
　
　
　
中
学
生
　
２
０
０
円

　
　
　
　
　
　
小
学
生
　
１
５
０
円

回
数
券
（
１１
枚
綴
り
）
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
一
　
般
　
６
０
０
０
円

　
　
　
　
　
高
校
生
　
３
０
０
０
円

　
　
　
　
　
中
学
生
　
２
０
０
０
円

　
　
　
　
　
小
学
生
　
１
５
０
０
円

フ
ァ
ミ
リ
ー
共
通
券
　
　
　
　
　
　

　
（
貸
靴
も
利
用
で
き
ま
す
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
５
０
０
円

シ
ー
ズ
ン
券
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
一
　
般
　
１
４
４
０
０
円

　
　
　
　
高
校
生
　
　
７
２
０
０
円

　
　
　
　
中
学
生
　
　
４
８
０
０
円

　
　
　
　
小
学
生
　
　
３
６
０
０
円

団
体
２０
人
以
上
　
　
　
　
　
　
　
　

　
各
個
人
使
用
料
金
の
２
割
引
の
額

学
校
行
事
及
び
児
童
・
生
徒
の
健
全

育
成
団
体
の
使
用
　
　
　
　
　
　
　

　
個
人
使
用
料
金
の
３
割
引
の
額
　

※
個
人
使
用
及
び
団
体
使
用
に
お
い

　
て
、
函
館
市
内
に
在
住
又
は
在
学

　
の
小
中
学
生
の
使
用
料
は
無
料
と

　
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

※
専
用
使
用
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

　
せ
く
だ
さ
い
。
　 

●
平
成
２２
年
度
伊
藤
み
ど
り
　
ｉ
ｎ

　
函
館
　
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
教
室

　 
    

開
催
日
　
１
月
１１
日
�
〜
１４
日
�
　

○
初
心
者
ス
ケ
ー
ト
教
室
Ａ
　
　
　

時
間
　
午
前
９
時
４５
分
〜
１０
時
１５
分

受
講
料
　
３
０
０
０
円
　
　
　
　
　

対
象
　
幼
児
（
満
４
歳
〜
未
就
学
児
）

定
員
　
２０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
初
心
者
ス
ケ
ー
ト
教
室
Ｂ
　
　
　

時
間
　
　
午
前
１１
時
〜
１１
時
４５
分
　

受
講
料
　
４
０
０
０
円
　
　
　
　
　

対
象
　
小
学
１
〜
３
年
生
　
　
　
　

定
員
　
２０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
初
心
者
ス
ケ
ー
ト
教
室
Ｃ
　
　
　

時
間
　
　
午
後
１
時
〜
１
時
４５
分
　

受
講
料
　
４
０
０
０
円
　
　
　
　
　

対
象
　
小
学
４
〜
６
年
生
　
　
　
　

定
員
　
２０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
付
日
　
１２
月
６
日
�
　
　
　
　
　

Ａ
　
午
前
１０
時
〜
１０
時
１５
分
　
　
　

Ｂ
　
午
前
１１
時
〜
１１
時
１５
分
　
　
　

Ｃ
　
午
後
１
時
３０
分
〜
１
時
４５
分
　

※
申
込
み
は
全
教
室
、
市
民
体
育
館

　
第
１
会
議
室
で
指
定
時
間
に
行
い
、

　
定
員
を
超
え
た
場
合
は
そ
の
場
で

　
抽
選
と
し
、
代
理
人
を
含
め
申
込

　
者
１
名
に
つ
き
１
件
の
申
込
み
と

　
な
り
ま
す
。
な
お
定
員
に
満
た
な

　
い
場
合
は
、
以
降
先
着
順
で
定
員

　
に
な
る
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
　

　
　
　 





　 
                 

　
津
軽
か
ら
発
信
さ
れ
た
初
代
竹
山

の
音
楽
は
、
日
本
全
国
の
み
な
ら
ず

世
界
的
に
も
広
が
り
を
み
せ
、
そ
の

芸
術
性
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

生
誕
百
年
を
迎
え
る
本
年
、
そ
の
偉

業
を
た
た
え
る
と
同
時
に
そ
の
音
楽

を
後
世
に
伝
え
て
い
く
べ
く
、
東
京
、

京
都
、
室
蘭
、
函
館
、
青
森
の
各
地

に
お
い
て
公
演
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

北
海
道
出
身
で
「
新
選
組
血
風
録
」

の
土
方
歳
三
役
に
て
好
評
を
博
し
、

映
画
、
テ
レ
ビ
で
活
躍
中
の
俳
優
栗

塚
旭
と
舞
台
、
テ
レ
ビ
を
中
心
に
活

躍
し
て
い
る
女
優
高
林
由
紀
子
と
の

語
り
芝
居
に
、
二
代
目
高
橋
竹
山
の

津
軽
三
味
線
が
融
合
し
、
シ
ン
プ
ル

な
舞
台
装
置
で
ド
ラ
マ
・
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
と
邦
楽
演
奏
を
お
楽
し
み
い
た

だ
き
な
が
ら
、
初
代
竹
山
の
生
い
立

ち
や
人
と
な
り
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
邦
楽
ド
ラ
マ
で
す
。
初
代
高
橋
竹

山
の
演
奏
映
像
と
の
共
演
も
見
ど
こ

ろ
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１２
月
７
日
�
午
後
７
時
　
　

会
場
　
函
館
市
芸
術
ホ
ー
ル
　
　
　

料
金
　
一
般
　
　
　
　
３
０
０
０
円

　
　
　
学
生
　
　
　
　
１
５
０
０
円

　
　
　
（
全
席
指
定
、当
日
５
０
０
円
増
）

※
学
生
券
は
芸
術
ホ
ー
ル
、
市
民
会

　
館
の
み
の
取
扱
　
　
　
　
　
　
　

主
催
　
�
函
館
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
振
興
財
団
、
北
海
道
新
聞
函
館

　
　
　
支
社
、
Ｈ
Ｂ
Ｃ
函
館
放
送
局

問
合
せ
　
�
５５
¦
３
５
２
１（
芸
術
ホ
ー
ル
） 

　本年１０月にポーランドの首都ワルシャワで開催され 
た第１６回ショパン国際ピアノ・コンクール本大会に函 
館市出身者として初めて出場した、ピアニスト岡田奏さ 
んの凱旋コンサート。 
　岡田奏さんは１９９１年３月函館市に生まれ、加茂和 
子、山下美奈子、岡田里美氏のもとでピアノ・ソルフェ 
ージュを学び、函館市立鍛神小学校、函館市立本通中学 
校を卒業されました。中学校在学中（１４才）にパリ国 
立高等音楽院ピアノ科審査員全員一致首席で合格。東京 
藝術大学音楽学部附属音楽高等学校ピアノ専攻合格。２ 
０１０年６月パリ国立高等音楽院ピアノ科を審査員全員 
一致最優秀（首席）で卒業。引き続き室内楽科で学んで 
います。 
プログラム 
　フレデリック・フランソワ・ショパン 
　　ピアノ・ソナタ第２番　変ロ短調　作品３５ 
　　アンダンテ・スピアナートと華麗なる大ポロネーズ 
　　　変ホ長調　作品２２   
　ロベルト・アレクサンダー・シューマン 
　　交響的練習曲　作品１３ 
日　時　１２月２７日�午後６時４５分 
会　場　函館市芸術ホール 
料　金　無料（全席自由・要整理券） 
主　催　�函館市文化・スポーツ振興財団 
問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 

　今年で創立４５周年を迎える「都響」は、〈首都東京の 
音楽大使〉として日本が世界に誇る交響楽団のひとつで 
す。函館公演は５年ぶり、２回目の公演になります。 
　今回は、指揮に「炎のマエストロ」の異名を持つ、日 
本を代表する指揮者の一人・小林研一郎氏を、ソリスト 
に、今年７月、芸術ホールで行われたリサイタルシリー 
ズにも登場、〈オール・ショパン・プログラム〉が好評を 
博したピアニスト・小山実稚恵氏を迎えてお贈りします。 
　また公演前日には、都響のメンバーによる「弦楽クリ 
ニック」を企画しております。ぜひ、ご参加ください。 
日　時　平成２３年３月１１日�午後６時３０分 
会　場　函館市民会館大ホール 
料　金　Ｓ席６,０００円、Ａ席５,０００円 
　　　　Ｂ席４,０００円、高校生以下半額 
　　　　（全席指定、当日５００円増） 
※高校生以下券は、市民会館・芸術ホールのみの取扱 
　弦楽クリニック参加ご希望の方は、市民会館までご連 
　絡ください。 
チケット発売予定　１２月１１日� 
主　催　�函館市文化・スポーツ振興財団 
　　　　北海道新聞函館支社、ＨＢＣ函館放送局 
問合せ　�５７－３１１１（市民会館） 



○佐藤勝司＆関  悌ジョイント・リサイタル
　出演者　佐藤勝司（バリトン）、関  悌（ピアノ） 
　曲　目　（バリトン）武満徹／小さな空 
　　　　　（ピアノソロ）モーツァルト／ピアノ・ソナタ 
　　　　　　　第１２番へ長調Ｋ.Ｖ.３３２　他　 
　日　時　平成２３年１月２２日�午後６時３０分 
○吉田千紗ピアノ・リサイタル
　出演者　吉田千紗（ピアノ） 
　ゲスト　アントン・ステパーノフ（ピアノ） 
　曲　目　（ピアノソロ）ボロディン／「小組曲」 
　　　　　（ピアノ連弾）シューベルト／幻想曲へ短調 
　　　　　　　Ｄ.９４０作品１０３ 
　　　　　（２台ピアノ）未定　他 
　日　時　平成２３年２月６日�午後２時 
○ヌーベルと愉快な仲間たちによる 
　サクソフォーン・コンサート
　出 演 者　ヌーベルアンサンブル（サクソフォーン） 
　賛助出演　Ｔｒｉｏ Ｒｉｃｈ Ｆｏｒｔ Ｐｌａｉｎ 
　曲　　目　伝承曲／三つの富山県民謡 
　　　　　　ピアソラ／リベルタンゴ　他　 
　日　　時　平成２３年２月２７日�午後２時 
会　場　函館市芸術ホール 
料　金　シリーズ券／一般４,０００円、学生２,０００円 
　　　　１回券／一般２,０００円、学生１,０００円 
　　　　中学生以下無料（要整理券・芸術ホールで取扱） 
　　　　（全席自由、当日５００円増） 
※シリーズ券は函館市芸術ホールのみの取扱 
主　催　�函館市文化・スポーツ振興財団、 
　　　　北海道新聞函館支社、ＨＢＣ函館放送局 
問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 

　市内を中心に活動しているジャズバンドによるミニコ 
ンサート。高校生から社会人まで、実力派揃いの素晴ら 
しい演奏をお楽しみください。 
出　演　ローズ西川 ｗｉｔｈ カルロス鈴木ユニット 
　　　　　曲目　Ｈｏｗ ｈｉｇｈ ｔｈｅ ｍｏｏｎ　他 
　　　　Ｃａｍｐｕｓ Ｃｏｎｓｏｒｔｉｕｍ Ｊａｚｚ Ｂａｎｄ 
　　　　（市内４大学の学生による合同バンド） 
　　　　　曲目　Ｔａｋｅ ｔｈｅ Ａ ｔｒａｉｎ　他 
　　　　函館大学Ｊａｚｚ研究部－ｗｉｔｈ Ｆｒｉｅｎｄｓ 
　　　　　曲目　Ｉｔ ｄｏｎ

,
ｔ ｍｅａｎ ａ ｓｉｎｇ　他　 

　　　　Ｈａｒｂｏｒ Ｌｉｇｈｔ Ｊａｚｚ Ｏｒｃｈｅｓｔｒａ 
　　　　　曲目　Ｓｔｒｉｋｅ ｕｐ ｔｈｅ Ｂａｎｄ　他 
日　時　１２月１１日�午後７時 
会　場　函館市芸術ホール　リハーサル室 
料　金　無料 
問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 

○函教大演劇集団　劇団［ａ　］ 
　第５回公演「回転」
　作：三上綾佳 
　日　時　１２月１１日�①午後２時②午後６時 
　料　金　一般４００円、高校生３００円 
　　　　　（当日一律５００円）中学生以下無料 
　会　場　函館市芸術ホール 
　問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 

ｓ

応募資格　函館市および近郊在住の方。一般作家に加え 
　　　　　て専門家も対象となりますが、専門家の方は 
　　　　　展示のみとなり、賞の対象にはなりません。 
公募作品　絵画、版画、彫刻、オブジェ、インスタレー 
　　　　　ション、工芸、書、写真、イラスト、デザイ 
　　　　　ン、デジタルデータ作品などジャンルは問い 
　　　　　ません。 
出品点数　１人１点（グループ制作も可）　
出 品 料　１作品　一般１,０００円、学生５００円 
募集期間　１２月１日�～平成２３年１月３１日� 
募集要項　市内および近郊の公共施設等で配布中 
展示期間　平成２３年２月２０日�～２月２７日� 
　　　　　午前１０時から午後７時まで 
　　　　　（最終日は午後５時まで） 
会　　場　函館市芸術ホール　ギャラリー 
問 合 せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 

　一般公募により集まった出演者が、それぞれの想いを 
込めて、芸術ホールの舞台でピアノ演奏を披露します。 
演奏者と来場者が共に何かを感じあえる心温まるコンサ 
ートです。 
日　時　平成２３年１月１６日�午後１時 
会　場　函館市芸術ホール 
入場料　無料 
主　催　�函館市文化・スポーツ振興財団 
問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 



  

今
回
は
、
一
度
函
館
を
離
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
技
術
を
身
に
つ
け
て
函
館

に
戻
り
、
お
店
を
開
い
た
お
２
人
で

す
。
ア
ヴ
ァ
ン
チ
ュ
ー
ル
ギ
タ
ー
ズ

代
表
で
ギ
タ
ー
職
人
で
あ
る
川
越
満

さ
ん
と
、
Ｏ
Ｚ
Ｉ
Ｏ
鞄
作
家
の
永
嶺

康
紀
さ
ん
で
す
。
そ
れ
で
は
、
川
越

さ
ん
か
ら
自
己
紹
介
等
を
含
め
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　

川
越
　
私
は
１３
歳
ま
で
函
館
で
暮
ら

し
、
親
の
転
勤
で
東
京
に
行
き
ま
し

た
。
高
校
卒
業
後
、
工
業
デ
ザ
イ
ン

の
専
門
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
が
、

そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
仕
事
に
す
る

こ
と
は
せ
ず
、
別
な
分
野
の
企
業
に

就
職
し
ま
し
た
。
趣
味
で
ギ
タ
ー
を

弾
く
う
ち
に
、
次
第
に
欲
が
出
て
色
々

な
ギ
タ
ー
を
買
い
集
め
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
気
が
付
く
と
６
畳
間
に

５０
本
も
の
ギ
タ
ー
が
並
び
、
１
畳
ほ

ど
の
ス
ペ
ー
ス
で
生
活
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
ど
ん
な
ギ
タ
ー
を
弾

い
て
も
満
足
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

い
、
「
そ
れ
な
ら
自
分
で
自
分
の
満

足
で
き
る
ギ
タ
ー
を
作
ろ
う
！
」
と

２６
歳
で
仕
事
を
辞
め
、
ギ
タ
ー
を
作

る
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
　
　
　

永
嶺
　
私
は
、
高
校
卒
業
か
ら
東
京

藝
術
大
学
を
目
指
し
て
浅
草
に
あ
る

藝
大
受
験
対
策
を
し
て
い
る
ア
ト
リ

エ
で
勉
強
し
て
い
た
の
で
す
が
、
２

浪
し
て
も
合
格
で
き
ず
、
２
年
間
働

い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
や
は
り

諦
め
き
れ
ず
も
う
１
度
受
験
し
た
と

こ
ろ
、
や
っ
と
合
格
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
在
学
中
に
学
校
で
染
織

を
学
ぶ
の
と
並
行
し
て
、
浅
草
の
鞄

職
人
に
弟
子
入
り
し
ま
し
た
。
２５
歳

の
時
に
銀
座
の
と
あ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
個
展
を
開
い
た
の
で
す
が
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
オ
ー
ナ
ー
は
契
約
が
終
わ

る
ま
で
私
が
学
生
だ
と
気
付
か
ず
、

と
て
も
驚
か
れ「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
作
品
を
購
入

し
て
く
だ
さ
る
お
客
様
も
多
く
、
卒

業
ま
で
に
３
回
同
じ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

個
展
を
開
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

川
越
　
学
生
の
う
ち
か
ら
活
動
な
さ

っ
て
い
た
ん
で
す
か
。
私
は
本
来
２

年
間
の
学
校
で
し
た
が
、
１
学
年
を

終
わ
る
こ
ろ
に
学
校
の
親
会
社
で
の

就
職
が
決
ま
り
、
前
年
ま
で
通
っ
て

い
た
学
校
で
講
師
を
し
な
が
ら
、
オ

ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
一
品
も
の
の
ギ
タ

ー
を
制
作
し
て
い
ま
し
た
。
オ
ー
ダ

ー
メ
イ
ド
は
お
客
様
の
プ
レ
イ
ス
タ

イ
ル
を
聞
い
て
、
ど
う
い
う
音
が
欲

し
い
の
か
、
素
材
・
部
品
・
形
や
色

の
希
望
を
聞
い
て
作
り
ま
す
。
プ
ロ

の
方
は
「
速
そ
う
な
感
じ
」
と
か
「
表

面
が
ツ
ル
っ
と
し
た
感
じ
」
と
い
う

抽
象
的
な
指
示
が
来
る
の
で
、
ど
う

い
う
も
の
に
し
よ
う
か
自
分
で
考
え

ま
す
。
そ
の
後
、
製
図
を
書
い
て
、

希
望
に
合
う
木
を
仕
入
れ
、
切
っ
て

削
っ
て
塗
装
し
て
、
仕
上
げ
に
部
品

等
を
組
み
込
み
調
整
し
ま
す
。
仕
上

げ
を
間
違
う
と
、
弾
き
づ
ら
い
、
パ

ッ
と
し
な
い
楽
器
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
、
最
後
の
工
程
ま
で
気
を
抜
か

ず
、
そ
の
人
の
た
め
の
楽
器
と
い
う

の
を
意
識
し
て
作
り
ま
す
。
　
　
　

永
嶺
　
私
も
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
鞄

を
作
る
の
で
す
が
、
採
寸
を
し
て
作

る
の
で
、
た
と
え
シ
ン
プ
ル
な
も
の

で
も
と
て
も
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
も
の

が
で
き
ま
す
。
市
販
品
は
平
均
的
な

体
の
つ
く
り
に
合
わ
せ
て
作
る
た
め
、

バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
事

も
多
い
ん
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

川
越
　
製
作
上
、
特
に
大
変
な
の
は

ど
の
よ
う
な
事
で
す
か
？
　
　
　
　

永
嶺
　
革
は
単
価
が
高
く
、
失
敗
す

る
と
損
失
が
大
き
い
ん
で
す
。
し
か

も
、
生
地
の
よ
う
に
糸
で
き
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
た
め
、
縫
う
時
に
失

敗
し
て
穴
を
開
け
て
し
ま
う
と
も
う

戻
ら
な
い
の
で
売
り
物
に
な
ら
な
い
。

プ
リ
ン
ト
す
る
時
も
、
自
然
の
素
材

な
の
で
一
枚
ず
つ
異
な
る
ち
ぢ
み
方

を
す
る
た
め
、
と
て
も
難
し
い
で
す
。

仕
上
げ
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
失
敗
が

で
き
な
く
な
る
の
で
、
緊
張
感
も
増

し
て
き
ま
す
。
初
め
の
頃
は
よ
く
失

敗
し
て
落
ち
込
ん
だ
り
も
し
て
い
ま

し
た
。
川
越
さ
ん
は
な
ぜ
函
館
に
お

店
を
構
え
た
の
で
す
か
？
　
　
　
　

川
越
　
１０
年
で
独
立
し
よ
う
と
思
っ

た
時
に
、
仕
入
れ
さ
え
ク
リ
ア
で
き

る
な
ら
東
京
以
外
が
い
い
、
そ
れ
な

ら
生
ま
れ
故
郷
に
戻
り
た
い
！
と
思

っ
た
ん
で
す
。
た
ま
に
「
東
京
だ
っ

た
ら
今
す
ぐ
手
に
入
る
材
料
・
工
具

な
の
に
！
」
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま

す
が
。
今
で
は
逆
に
、
ギ
タ
ー
修
理

を
名
目
に
函
館
旅
行
に
来
て
く
だ
さ

る
お
客
さ
ま
も
い
ま
す
よ
。
　
　
　

永
嶺
　
今
は
地
方
で
制
作
す
る
デ
メ

リ
ッ
ト
が
大
分
減
っ
て
き
ま
し
た
よ

ね
。
函
館
は
空
港
が
街
か
ら
近
い
の

で
、
東
京
に
行
く
に
も
便
利
で
す
。

私
も
、
革
を
安
心
し
て
仕
入
れ
る
事

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
函
館

に
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
は
お
店
で
売
っ
て
い
る
動
物
な
ど

の
シ
リ
ー
ズ
も
の
の
ほ
か
に
も
、
展

示
会
用
に
函
館
の
大
三
坂
な
ど
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
一
点
も
の
を
制
作
し

た
り
、
自
分
が
受
験
で
苦
労
し
た
経

験
か
ら
、
函
館
か
ら
芸
大
や
美
大
を

目
指
す
方
に
夫
婦
で
デ
ッ
サ
ン
を
教

え
た
り
も
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

川
越
　
函
館
は
、
人
口
に
対
し
て
楽

器
屋
は
多
い
の
で
す
が
、
本
格
的
な

修
理
を
や
る
お
店
は
あ
ま
り
な
く
、

自
己
流
で
直
し
て
、
弾
き
に
く
く
な

っ
た
ギ
タ
ー
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い

る
人
も
い
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
か
ら

の
数
カ
月
間
だ
け
で
、
１
５
０
本
ほ

ど
の
ギ
タ
ー
を
修
理
し
ま
し
た
。
今

で
は
趣
味
で
自
作
の
ギ
タ
ー
を
作
っ

て
い
る
方
も
来
て
、
様
々
な
質
問
を

さ
れ
ま
す
。
な
の
で
、
函
館
に
は
ギ

タ
ー
の
専
門
知
識
の
需
要
が
あ
る
と

い
う
事
を
す
ご
く
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
色
々
な
提
案
を
し
て
、

も
っ
と
良
く
、
楽
し
く
、
楽
に
弾
け

る
良
い
も
の
を
函
館
で
提
供
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、
お
店
に
は

も
う
一
人
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
の
で
、

作
業
を
任
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
、
じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
自
分

が
満
足
で
き
る
よ
う
な
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
ギ
タ
ー
を
制
作
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

永
嶺
　
私
の
お
店
も
、
今
２
人
の
職

人
が
修
行
し
て
い
る
最
中
で
す
。
こ

の
２
人
に
い
ず
れ
現
在
販
売
し
て
い

る
作
品
の
制
作
を
任
せ
、
私
も
ど
ん

ど
ん
新
し
い
作
品
を
生
み
出
し
て
い

け
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
全
国
色
々
な
都
市
で
展
示
会

を
行
う
の
で
す
が
、
函
館
か
ら
来
ま

し
た
と
言
う
と
、
よ
く
「
う
ら
や
ま

し
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
函
館
発
信
の
作
品
を
作
り
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　

　
本
日
は
貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
益
々
の
ご
活
躍

と
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　 



　
あ
ら
ゆ
る
外
国
人
に
と
っ
て
最
も

住
み
や
す
い
場
所
の
ひ
と
つ
と
言
わ

れ
る
熱
帯
の
巨
大
都
市
バ
ン
コ
ク
で

す
が
、
私
の
場
合
は
最
初
か
ら
何
も

か
も
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
っ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
は
初

め
て
タ
イ
に
来
た
と
き
の
こ
と
を
お

話
し
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
２
０
０
９
年
の
１
月
末
を
境
に
、

身
の
回
り
の
環
境
は
一
変
し
ま
し
た
。

よ
く
冷
房
の
効
い
た
、
ド
イ
ツ
人
建

築
家
に
よ
る
近
代
的
な
デ
ザ
イ
ン
を

誇
る
ス
ワ
ン
ナ
プ
ー
ム
国
際
空
港
か

ら
一
歩
外
に
出
る
と
、
熱
く
、
身
に

ま
と
わ
り
つ
く
よ
う
な
、
一
定
の
重

さ
さ
え
感
じ
ら
れ
る
空
気
に
包
ま
れ

ま
す
。
こ
れ
こ
そ
、
ま
さ
し
く
外
国

人
た
ち
に
と
っ
て
の
タ
イ
へ
の
入
り

口
で
あ
り
、
意
識
の
変
容
す
る
ポ
イ

ン
ト
な
の
で
す
。
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ

て
中
心
部
に
向
か
う
と
、
目
に
飛
び

込
ん
で
く
る
の
は
、
建
物
や
看
板
、

道
端
で
売
ら
れ
る
果
物
や
野
菜
、
人
々

の
衣
服
な
ど
の
、
日
本
で
は
見
る
こ

と
の
な
い
よ
う
な
強
烈
な
色
彩
の
数
々
。

気
が
つ
く
と
す
っ
か
り
タ
イ
の
世
界

に
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で

抱
え
て
い
た
窮
屈
な
気
持
ち
や
悩
み

は
、
ど
こ
か
へ
い
っ
て
し
ま
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
あ
る
人
に
、
初
め
て
タ
イ
に
来
る

の
に
、
遊
び
で
来
る
の
と
仕
事
で
来

る
の
と
で
は
、
印
象
が
大
き
く
異
な

る
の
だ
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
た
し
か
に
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
私
の
場
合
は
後
者
だ
っ
た
の
で
、

慣
れ
な
い
仕
事
と
慣
れ
な
い
生
活
環

境
の
両
方
に
適
応
す
る
の
が
と
て
も

大
変
で
し
た
。
で
も
だ
か
ら
こ
そ
、

今
で
は
タ
イ
の
良
い
部
分
を
数
え
き

れ
な
い
ほ
ど
見
つ
け
、
こ
こ
で
の
生

活
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
て
い
る
と

思
う
の
で
す
。
ま
た
、
海
外
は
自
分

の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
見
な
け
れ

ば
何
も
面
白
く
な
い
の
だ
と

い
う
の
も
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
っ
た
く
そ
の
通

り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

知
っ
て
い
る
人
に
案
内
し
て

も
ら
う
の
は
安
心
で
楽
な
こ

と
で
す
。
便
利
な
ツ
ア
ー
も

あ
り
ま
す
。
だ
け
ど
あ
ら
ゆ

る
先
入
観
を
外
し
て
、
感
じ

る
ま
ま
に
そ
こ
の
風
景
を
捉

え
、
現
地
の
人
た
ち
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。
必
ず
自
分
だ

け
の
世
界
が
目
の
前
に
現
れ

る
は
ず
で
す
。
　
　
　
　
　

　
タ
イ
に
住
み
始
め
て
し
ば

ら
く
は
、
主
に
バ
ン
コ
ク
か
ら
車
で

数
時
間
の
と
こ
ろ
に
あ
る
レ
ム
チ
ャ

バ
ン
と
い
う
港
で
仕
事
を
し
て
い
ま

し
た
。
タ
イ
最
大
の
国
際
貿
易
港
で

す
。
大
き
な
在
来
船
が
海
の
向
こ
う

か
ら
や
っ
て
く
る
前
に
、
鉄
骨
な
ど

の
積
み
荷
を
確
認
し
て
、
船
積
み
か

ら
出
航
ま
で
を
見
届
け
る
の
が
仕
事

の
内
容
で
し
た
。
港
で
は
直
射
日
光

か
ら
の
逃
げ
場
が
少
な
い
の
で
、
感

じ
る
暑
さ
は
都
会
の
比
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
昼
間
は
目
を
開
け
て
い
る
の

も
痛
い
ほ
ど
の
日
差
し
の
強
さ
で
す
。

手
の
甲
は
焦
げ
た
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
い
、
色
が
元
に
戻
っ
て
き
て
か
ら

ふ
と
見
る
と
、
ホ
ク
ロ
の
数
が
増
え

て
い
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。
北
海

道
に
は
肌
の
キ
レ
イ
な
人
が
多
い
と

は
言
い
ま
す
が
、
そ
れ
も
そ
の
は
ず

で
す
。
こ
っ
ち
に
は
常
夏
の
太
陽
の

下
で
、
路
上
で
物
を
売
っ
た
り
、
屋

台
を
経
営
し
て
い
る
人
も
多
い
の
で

す
。
真
っ
白
な
肌
な
ん
て
な
か
な
か

保
つ
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
。

暑
さ
で
頭
が

朦
朧
と
し
て

い
た
港
で
の

仕
事
で
す
が
、

周
り
の
人
た

ち
と
お
喋
り

し
た
り
、
み

ん
な
で
美
味

し
い
果
物
を

食
べ
た
り
と
、

結
構
賑
や
か

な
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が

で
き
た
の
で

し
た
。
　
　

　 

　
１
９
７
７
年
札
幌
に
生
ま
れ
る
。

高
校
卒
業
後
に
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
。

帰
国
後
、
幼
少
時
か
ら
の
思
い
出
の

地
、
父
の
故
郷
で
も
あ
る
函
館
に
移

住
。
１
９
９
７
年
か
ら
主
に
函
館
で

過
ご
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
函
館
で
の
１０
年
以
上
に
わ
た
る
生

活
で
は
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
街
で
活

動
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
を
勇
気

づ
け
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
数
多

く
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
や
ア
ー
ト
展
を

主
催
。
全
国
各
都
市
と
の
交
流
も
盛

ん
に
行
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　



          

　
は
る
か
四
千
年
前
か
ら
近
現
代
に

至
る
ま
で
、
函
館
が
誇
る
様
々
な
「
お

宝
」
が
大
集
合
！
本
展
で
は
、
縄
文

期
の
土
器
類
や
蠣
崎
波
響
の
絵
画
、

歴
代
松
前
藩
主
の
書
画
、
ア
イ
ヌ
史

料
、
歌
川
国
貞
の
浮
世
絵
（
役
者
絵
）、

ロ
シ
ア
の
画
家
ス
ー
リ
コ
フ
の
絵
画

な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、

函
館
市
や
博
物
館
、
図
書
館
等
、
地

域
の
公
共
施
設
な
ど
が
所
蔵
す
る
貴

重
な
文
化
遺
産
や
美
術
資
料
、
地
域

に
秘
め
ら
れ
た
逸
品
・
秀
作
、
市
民

の
イ
チ
オ
シ
ア
ー
ト
な
ど
、
き
ら
り

と
輝
く
さ
ま
ざ
ま
な
函
館
の
「
お
宝
」

（
名
宝
・
至
宝
・
重
宝
・
秘
宝
・
珍

宝
・
貴
宝
等
々
？
）
を
、
美
的
・
造

形
的
な
観
点
か
ら
再
発
見
し
、
展
示

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
き
ら
り
と

輝
く
お
宝
た
ち
の
競
演
を
、
ぜ
ひ
お

見
逃
し
な
く
。
　
　
　
　
　
　 

     

                 

◆
ビ
デ
オ
上
映
会
　
　
　
　
　
　
　

　
「
日
本
美
術
史
　
縄
文
・
弥
生
・

　
古
墳
時
代
　
呪
術
の
形
と
装
飾
」

　
「
北
海
道
の
古
代
を
探
る
」
　
　

日
時
　
１２
月
１１
日
�
午
後
２
時
　
　

会
場
　
当
館
講
堂
（
入
場
無
料
）
　

◆
美
術
映
画
会
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
世
紀
末
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

日
時
　
１２
月
１８
日
�
午
後
２
時
　
　

会
場
　
当
館
講
堂
（
入
場
無
料
）
　

◆
同
時
開
催
〈
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ

　
レ
ク
シ
ョ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル
〉
　
　

　
「
没
後
３０
年
　
中
野
越
南
展
〜
　

　
古
今
独
歩
の
書
家
〜
」
　
　
　
　

会
期
　
１０
月
２３
日
�
〜
１
月
１６
日
�

観
覧
料
　
一
　
般
　
１
７
０
円（
１
４
０
円
）

　
　
　
　
高
大
生
　
　
１
０
０
円
（
７０
円
）

※
小
中
学
生
、
６５
歳
以
上
の
方
等
は
無
料

　 

　
勤
務
先
の
有
給
を
と
っ
て
、
台
風

の
来
る
関
東
か
ら
逃
げ
る
よ
う
に
羽

田
空
港
を
発
つ
。
ど
う
せ
帰
っ
て
き

て
い
る
な
ら
と
、
学
生
時
代
か
ら
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
函
館
在
住
の
チ

ェ
ン
バ
リ
ス
ト
の
森
洋
子
さ
ん
が
、

彼
女
の
自
宅
で
開
催
し
て
い
る
「
洋

琴
庭
ラ
イ
ヴ
」
へ
の
飛
び
入
り
参
加

を
誘
っ
て
く
れ
て
い
た
。
　
　
　
　

　
今
回
は
初
の
〜
Ｓ
ｐ
ａ
ｎ
ｉ
ｓ
ｈ 

Ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
〜
で
、
カ
ン
テ（
歌
）の

田
中
実
穂
さ
ん
か
ら
「
適
当
に
踊
っ

て
！
」
と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
が
入
っ

て
い
る
。
ふ
た
つ
返
事
で
引
き
受
け

た
も
の
の
、
笛
吹
き
の
私
の
フ
ラ
メ

ン
コ
は
始
め
て
四
年
で
ま
だ
ま
だ
初

級
の
ひ
よ
っ
こ
。
直
前
に
な
っ
て
色
々

気
後
れ
し
て
く
る
。
函
館
に
は
フ
ラ

メ
ン
コ
の
教
室
も
あ
っ
て
、
私
よ
り

も
キ
ャ
リ
ア
の
あ
る
踊
り
手
さ
ん
が

た
く
さ
ん
い
る
。
本
当
に
私
で
良
い

の
だ
ろ
う
か
？
飛
行
機
の
到
着
ま
で

必
死
に
振
り
付
け
を
妄
想
す
る
。
　

飛
行
機
を
降
り
立
つ
と
、
秋
晴
れ
の

広
い
空
と
あ
の
「
空
気
」
が
自
分
を

迎
え
て
く
れ
る
。
函
館
の
空
気
は
、

と
て
も
穏
や
か
に
自
分
を
包
ん
で
く

れ
る
。
そ
し
て
、
函
館
出
身
の
自
分

が
戻
れ
ず
に
い
な
が
ら
、
森
さ
ん
に

こ
う
し
て
迎
え
に
来
て
も
ら
え
る
こ

と
や
、
彼
女
が
最
初
に
函
館
で
住
ん

だ
家
の
お
向
か
い
が
田
中
さ
ん
で
、

不
思
議
な
め
ぐ
り
合
わ
せ
で
こ
の
日

が
実
現
す
る
の
だ
な
あ
、
と
思
っ
た

り
し
な
が
ら
、
会
場
ま
で
の
一
瞬
の

ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
ん
だ
。
　
　
　
　

　
到
着
す
る
と
さ
っ
そ
く
会
場
で
リ

ハ
ー
サ
ル
。
も
う
自
分
が
？
な
ど
と

迷
っ
て
い
る
暇
は
な
い
。
「
ル
ン
バ

で
笛
（
リ
コ
ー
ダ
ー
）
吹
い
て
も
ら

え
な
い
か
な
？
」
「
ブ
レ
リ
ア
、
パ

ル
マ
（
手
拍
子
）
お
願
い
し
ま
す
」

　
な
ん
だ
か
、
や
る
こ
と
が
増
え
て

き
た
よ
う
だ
。
リ
ハ
ー
サ
ル
が
終
わ

っ
て
衣
装
や
メ
イ
ク
が
整
っ
た
頃
に

カ
ホ
ン
（
打
楽
器
）
の
小
田
桐
さ
ん

も
到
着
。
「
は
じ
め
ま
し
て
、
パ
ル

マ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
よ
！
」

そ
し
て
、
飛
び
入
り
な
だ
け
あ
っ
て
、

全
員
揃
う
の
が
ぶ
っ
つ
け
本
番
！
こ

の
お
お
ら
か
な
感
じ
が
、
な
ん
と
も

函
館
ら
し
い
。
さ
あ
、
頑
張
る
ぞ
！

　
最
初
の
曲
目
の
前
奏
が
は
じ
ま
り

駄
目
押
し
で
、
実
穂
さ
ん
か
ら
「
オ

レ
ー
っ
て
ハ
レ
オ
か
け
て
ね
！
」
と

最
後
の
注
文
が
入
る
。
こ
の
日
、
私

は
初
め
て
自
分
で
つ
く
っ
た
振
り
付

け
で
お
客
様
の
前
で
ソ
ロ
を
踊
る
こ

と
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
函
館
は
西
洋
音
楽
が
よ
く
似
合
う
。

赤
レ
ン
ガ
倉
庫
群
で
道
を
歩
き
な
が

ら
、
驚
い
た
表
情
で
「
看
板
が
日
本

語
だ
！
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
「
こ
こ
日
本
で
す
け
ど
！
」
と

答
え
な
が
ら
も
、
私
も
ロ
ー
マ
の
カ

フ
ェ
で
故
郷
に
い
る
よ
う
な
気
分
が

し
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
納
得
で

き
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
私
の
故
郷
函
館
で
、
も
っ
と
そ
ん

な
音
楽
が
街
に
溢
れ
て
ほ
し
い
。
街

角
で
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち

も
、
観
光
に
訪
れ
た
人
た
ち
も
、
こ

の
ホ
ッ
と
し
た
空
気
を
も
っ
と
味
わ

っ
て
ほ
し
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
の
一
端
を
少
し
で
も
担
う
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
思
う
私
の
毎
日
は
、

そ
ん
な
故
郷
の
空
気
に
支
え
ら
れ
て

い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　 

会
期
　
１０
月
２３
日
�
〜
１
月
１６
日
�

観
覧
料
　
一
　
般
　
　
７
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　（
５
０
０
円
）

　
　
　
　
高
大
生
　
　
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　（
３
０
０
円
）

　
　
　
　
小
中
生
　
　
２
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　（
１
０
０
円
）

※（
　
）内
は
前
売
、
リ
ピ
ー
タ
ー

　
割
引
、
１０
名
以
上
の
団
体
料
金
。

　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
レ
ク
シ
ョ

　
ン
と
同
時
観
覧
の
場
合
、
一
般

　
７
７
０
円
、
高
大
生
５
５
０
円
。

休
館
日
　
月
曜
日
（
た
だ
し
１
月

　
　
　
　
１０
日
は
開
館
）、年
末
年

　
　
　
　
始
（
１２
月
２９
日
〜
１
月

　
　
　
　
３
日
）、１
月
１１
日
�
　

開
館
時
間
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後

　
　
　
　
５
時
（
入
場
は
午
後
４

　
　
　
　
時
３０
分
ま
で
）
　
　
　

〒
０４０ 

０００１ 
 

函
館
市
五
稜
郭
町
３７
¦

６

　
　
　
　  

　    

�
５６
¦
６
３
１
１ 



　 
 

●
旭
ヶ
岡
の
家
入
居
者
作
品
展
　
　

　
「
バ
カ
ン
ス
」
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
１２
月
１
日
�
〜
１２
月
末
日
　

　 
 

●
　
田
瞭
子
　
書
作
展
　
　
　
　
　

会
期
　
１２
月
１
日
�
〜
１２
月
５
日
�

●
斉
藤
つ
ね
子
　
藍
・
泥
・
柿
渋
染
展

会
期
　
１２
月
８
日
�
〜
１２
月
１２
日
�

　 
 

●
第
２
回
「
あ
れ
・
こ
れ
ア
ー
ト
展
」

　 
               

会
期
　
１２
月
２
日
�
〜
１２
月
７
日
�

　 
 

●
楽
遊
会
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
１１
月
３０
日
�
〜
１２
月
５
日
�

●
歳
末
た
す
け
あ
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
函

　
館
色
紙
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
１２
月
１４
日
�
〜
１２
月
１９
日
�

●
人
権
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

　
作
品
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
１２
月
２１
日
�
〜
１２
月
２６
日
�

　 
 

●
安
積
徹
（
日
本
画
）・
佐
藤
留
利

　
子
（
陶
）
・
外
山
欽
平
（
油
彩
画
）

　
作
品
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 
             

会
期
　
１２
月
１
日
�
〜
１２
月
３１
日
�

　 
 

●
三
浦
汀
介
「
犬
の
い
る
癒
し
の
空

　
間
」
写
真
展
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
１１
月
３０
日
�
〜
１２
月
１９
日
�

　 
 

●
及
川
修
写
真
展
　
　
　
　
　
　
　

　
「
函
館
・
教
会
の
あ
る
風
景
」
　

会
期
　
１２
月
１
日
�
〜
１２
月
３１
日
�

　 
 

●
外
山
欽
平
油
絵
小
品
展
　
　
　
　

　
作
品
Ｎ
シ
リ
ー
ズ
「
北
へ
！
」
　

会
期
　
１２
月
１
日
�
〜
１２
月
６
日
�

●
海
さ
ん
の
墨
彩
画
展
　
　
　
　
　

会
期
　
１２
月
１５
日
�
〜
１２
月
１９
日
�

　 
 

●
元
町
に
集
ま
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
の

　
工
芸
品
た
ち
展
　
　
　
　
　
　
　

　 　 
         

　 
   

会
期
　
１２
月
２
日
�
〜
１２
月
２５
日
�

　 
 

●
地
域
活
性
セ
ン
タ
ー
千
蛍
社
作
品

　
展
示
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
１２
月
１
日
�
〜
１２
月
６
日
�

　 
 

●
東
北
新
幹
線
新
青
森
駅
開
業
イ
ベ

　
ン
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
１２
月
１
日
�
〜
１２
月
１２
日
�

●
は
こ
だ
て
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ン
タ

　
ジ
ー
メ
モ
リ
ア
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　

会
期
　
１２
月
１３
日
�
〜
１２
月
２５
日
�

●
冬
休
み
プ
ラ
レ
ー
ル
大
運
転
会
　

会
期
　
１２
月
２６
日
�
〜
１２
月
２９
日
�

　 
 

●
高
橋
亜
希
写
真
展
　
　
　
　
　
　

　 
              

会
期
　
１１
月
２５
日
�
〜
１２
月
２６
日
�

　 
 

●
チ
ベ
タ
ン
ラ
グ
展
　
　
　
　
　
　

会
期
　
１１
月
２６
日
�
〜
１２
月
７
日
�

●
工
芸
舎
の
ク
リ
ス
マ
ス
展
　
　
　

　 
  

　 
 

　 
  

会
期
　
１２
月
１０
日
�
〜
１２
月
２１
日
�

●
凛
ゆ
く
年
展
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
１２
月
１０
日
�
〜
１２
月
２９
日
�

　 
 

●
特
選
掛
軸
展
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
１１
月
２９
日
�
〜
１２
月
１０
日
�

●
年
末
恒
例
ア
ー
ト
バ
ザ
ー
ル
　
　

会
期
　
１２
月
１３
日
�
〜
１２
月
２８
日
�

　 　 ●
手
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
つ
く
っ
ち
ゃ

　
っ
た
　
和
の
小
物
展
　
　
　
　
　

会
期
　
１１
月
２５
日
�
〜
１２
月
７
日
�

●
藤
本
純
子
作
品
展
「
お
は
り
ば
こ
」

会
期
　
１２
月
９
日
�
〜
１２
月
２５
日
�

　 
 

●
竹
原
和
生
Ａ
．
Ｋ
．
Ａ
　
　
　
　

　
竹
原
ピ
ス
ト
ル
絵
画
展
　
　
　
　

　 
           

会
期
　
１２
月
３
日
�
〜
１２
月
５
日
�

　 
 

●
日
本
画
と
掛
軸
店
　
　
　
　
　
　

会
期
　
１２
月
２
日
�
〜
１２
月
８
日
�

●
円
高
還
元
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ジ
ュ
エ
リ

　
ー
と
バ
カ
ラ
フ
ェ
ア
　
　
　
　
　

会
期
　
１２
月
９
日
�
〜
１２
月
１５
日
� 



　第３８回マーチングバンド・バトントワーリング全国 

大会北海道代表選考会にて総合優勝し、全国大会へ２年 

連続１７回目の出場が決定しました！大会曲『ミュージ 

カル　エビータ』をはじめ、マーチングファンにはたま 

らない熱いヒットナンバーを第１部からお送りいたしま 

す。 

第１部　コンサートステージ　 
第２部　マーチングステージ　 
料　金　Ｓ席１,３００円、Ａ席８００円、Ｂ席５００円 
　　　　（当日各２００円増） 

問合せ　�５７－１３８１ 
　　　　（同校マーチングバンド部／関谷・小高） 

　第１１音楽隊の演奏でクリスマス・コンサートを開催 

します。 

　第１１音楽隊は札幌真駒内に駐屯し４０名編成で道央 

道南地区において年間１００回に及ぶ演奏活動を行って 

います。幅広いジャンルで人気の高い音楽隊です。 

入場要項　整理券を１２月６日�午前１０時から陸上自 
　　　　　衛隊函館駐屯地で配布します。 

　　　　　（お１人様３枚までの配布となります。） 

問合せ　�５１－９１７１（内線２１８、土・日除く） 

　日本古来の伝統和楽器である筝（こと）を冬休み期 
間５日間学んでいただきます。 
　箏の音色を奏でてみませんか。 
講　師　ＮＰＯ法人青少年と伝統芸能を育てる会 
期　間　１月５日�～９日� 
時　間　午後１時３０分～３時 
会　場　函館市民会館展示室 
受講料　１,６００円（受講料・傷害保険料含む。 
　　　　初回練習日にお支払いただきます） 
対　象　市内及び近郊の小学１年生～中学生 
定　員　１４名（先着順） 
申込み　１２月４日�～２６日�まで 
問合せ　�５７－３１１１（市民会館） 
※応募者が半数を下回った場合は、開講を見送らせ 
　ていただきます。 

　前年度に行われた市民の舞台芸術活動の中で特に 
優れた活動に対して贈られる「益田喜頓賞」の今年 
度の授賞式が１１月３日、函館市民会館で行われま 
した。 
　今年度は、昨年の１０月３１日に函館市民会館大 
ホールで公演された、２００９　R　ｄａｎｃｅ　ｃｏ 
ｍｐａｎｙ１０周年記念公演“宇宙へ”が選ばれ、R　 
ｄａｎｃｅ　ｃｏｍｐａｎｙ主宰山崎理恵さんらに賞状 
と盾が贈られました。 
　対象となった公演は、これまでにない規模の「映 
像とのコラボレーション」、中高生９０余名を中心 
とするクロスオーバーなダンスステージが、地域の 
舞台芸術を活性・奨励するに足る意欲的な取り組み 
として高く評価されたことから、今回の受賞となり 
ました。 



第１部　“ＪＵＳＴ　ＤＡＮＣＥ！！” 
第２部　“ＪＵＳＴ　ＴＯＷＮのクリスマス” 

料　金　１,５００円（全席自由） 
問合せ　�３２－０６４１（ジェイド  ダンス  クルー） 



　５歳よりクラシッ 
クピアノの英才教育 
を受ける。人気ドラ 
マ「のだめカンター 
ビレ」にて玉木宏氏 
演じる「千秋真一」、 
映画「神童」では、 
松山ケンイチ氏演じ 
る「ワオ」の吹き替 

第１部　 クラシック・ステージ 
　　　　（プラトンの洞窟からの脱出他） 
第２部 　吹奏楽ア・ラ・カ・ル・ト 
　　　　（木管・金管・打楽器の魅力） 
第３部 　ポップス・ステージ 
日　時　１２月１１日�午後６時 
会　場　北斗市総合文化センターかなで～る大ホール 
料　金　５００円（小学生以上） 
問合せ　�７３－７４０９（石川） 

え演奏を担当し、脚光を浴びる。 
　広島東洋カープ主砲「栗原健太選手」バッターボッ 
クス登場曲の演奏＆作曲、ＮＨＫ大河ドラマ龍馬伝「龍 
馬伝紀行」テーマ曲の演奏など、次々と新たなるフィ 
ールドへの挑戦を続け、常に話題と注目を集めている。 
日　時　平成２３年１月２５日�午後７時 
会　場　七飯町文化センターパイオニアホール 
料　金　一般２,０００円、高校生以下１,０００円 
問合せ　�６６－２０６６（七飯町文化協会） 
 

出　演　小林佳奈（ヴァイオリン） 
　　　　長谷川加奈（ヴァイオリン） 
　　　　谷敷さなえ（ピアノ） 
曲　目　パッヘルベル／カノン　他 
日　時　平成２３年２月９日�午後６時３０分 
会　場　北斗市総合文化センターかなで～る小ホール 
料　金　５００円、中学生以下無料 
問合せ　�７４－２０００（北斗市かなで～る協会） 



■サンタ抽選会
開催期間　１２月１日�～１２月２５日� 
抽選会場　金森洋物館内中央玄関ロビー 
■ぼくのわたしのクリスマス絵画展
開催期間　１２月１日�～１２月２５日� 
■フィンランド・サンタメール 
日　時　１２月１１日�①午後１時②午後３時 
　　　　　③午後５時④午後６時３０分 
　　　　１２月１２日�①午前１１時②午後１時 
　　　　　③午後３時④午後５時⑤午後６時３０分 
料　金　１,０００円（１枚） 

●without  SAUDADE  Xma
,
s  Live

開　演　午後２時 
料　金　前売８００円、当日１０００円 

●クリスマスパーティー  in  カネモリ
開　演　午後７時 
料　金　５,０００円（Ｆｏｏｄ＆１Ｄｒｉｎｋ） 
問合せ　�２４－２００３（Ｍｉｃ） 

●クリスマス・キッズ合唱コンサート
開　演　午後６時３０分　入場無料 
問合せ　�２６－８５６３（実行委員会） 

●渡辺美里プレミアライブツアー
開　演　午後６時３０分 
料　金　７,０００円 
主　催　�０１１－６１４－９９９９（ウエス） 

●ヤマハ　ジュニアオリジナルコンサート
開　演　①午前１１時②午後２時３０分 
主　催　�３４－３４００（ヤマハ函館店） 

●フラメンコ　コンサート
開　演　午後６時３０分 
料　金　３,５００円、高校生以下１,０００円 
問合せ　�０９０－８４５１－１９４９（板倉） 

●ＦＭいるか開局１８周年記念特別番組放送
　開局特番ならではの企画、いるか号によるケーキ宅配 
など、今年もスタッフ一同、賑やかにお送りします。午 
後６時～７時は、ファンタジー特設会場から公開生放送 
「ファンタスティックイブ・クリスマススペシャルライ 
ブ」出演は、札幌在住ミクスチャーバンド「Ａ.Ｆ.Ｒ.O 
（アフロ）」と、ソロアーティスト「流（ながれ）」。 
日時　１２月２４日�午前１０時 
･････････････････････････････････････････････････ 
〒０４０－００５４　函館市元町１８－１１ 
ＴＥＬ２３－３５００（留守番電話） 
ＦＡＸ２３－３１００ 
ＵＲＬ　ｈｔｔｐ: / /ｗｗｗ.ｆｍｉｒｕｋａ.ｃｏ.ｊｐ 
 
 
■第１６回函館港イルミナシオン映画祭２０１０　兼
　第１４回シナリオ大賞 
○函館山ロープウェイプレゼンツ
　函館ロケ作品「白い悪魔」解説／植草信和 
　日時　１２月３日�午前１１時３０分 
○韓国招待作品「クロッシング」解説／小林三四郎 
　日時　１２月３日�午後１時５０分 
○アンコール上映「台湾人生」 
　日時　１２月３日�午後４時１０分 
○木村威夫監督追悼上映「黄金花　秘すれば花、死すれば蝶」
　ゲスト／林海象監督、あがた森魚 
　日時　１２月４日�午前１１時 
○「川の底からこんにちは」
　日時　１２月４日�午後１時２０分 
○「ｎｕｄｅ」
　日時　１２月４日�午後３時４５分 
○「恋の正しい方法は本にも設計図にも載っていない」 
　ゲスト／篠原哲雄監督 
　日時　１２月４日�午後６時 
○映画祭・公式パーティー 
○地域発映画「モノクロームの少女」
　日時　１２月５日�午前１１時 
○「名前のない女たち」ゲスト／佐藤寿保監督 
　日時　１２月５日�午後１時２０分 
○２０１０東京国際映画祭「ある視点」部門出品「歓待」
　日時　１２月５日�午後４時 
○クロージング上映 
　「玄牝ーげんぴんー」ゲスト／河瀬直美監督 
　日時　１２月５日�午後６時４５分 
料　金　一般１回券１,２００円、１日券２,５００円、３日券５,０００円 
　　　　学生１回券１,０００円、１日券２,０００円、３日券３,０００円 
問合せ　�２２－１０３７（映画祭事務局） 
 
 
●クレアシオンＶｏｌ.６６
出演者（予定） 
　フリーデリケ・キーンレ（チェロ） 
　　実希子・吉本有佑・高橋セリカ・畑中佳子・ 
　畑中一映（ピアノ）、増田朗子（ソプラノ） 
演奏曲目（予定）
　フレデリック・ショパン／舟歌、彼女が好きなこと、 
　　　　　　　　　　　　　英雄ポロネーズ 　他 
日　時　１２月２３日�午後６時１５分 
料　金　２,０００円（自由席）茶菓子付き 
問合せ　�０９０－１３８５－８７０９（引地） 
 

○オープニング上映 
　「BOX袴田事件　命とは」ゲスト／高橋伴明監督 
　日時　１２月３日�午後６時３０分 
○開会式・シナリオ大賞表彰式 
　日時　１２月３日�午後８時５０分 
○あがた森魚ミニコンサート・オープニングパーティー
　日時　１２月３日�午後９時２５分 
○若松孝二特集・その１ 
　「１７歳の風景　少年は何を見たか」ゲスト／若松孝二監督 
　日時　１２月４日�午前１０時３０分 
○「密約　外務省機密漏洩事件」解説／寺脇研、植草信和 
　日時　１２月４日�１２時４５分 
○「ワカラナイ」ゲスト／小林政広監督 
　日時　１２月４日�午後３時２７分 
○「川の底からこんにちは」 
　日時　１２月４日�午後５時５０分 
○若松孝二特集・その２ 
　「キャタピラー」ゲスト／若松孝二監督 
　日時　１２月５日�午前１０時３０分 
○「へヴンズ  ストーリー」ゲスト／瀬々敬久監督、山崎ハコ 
　日時　１２月５日�１２時３５分 
問合せ　�２２－１０３７（映画祭事務局） 



　 
               

●
音
楽
名
鑑
Ｖ
ｏ
ｌ.

２
　
　
　
　
　
　
　

出
演
　
ｍ
ｐ
３
、
Ｆ
ｕ
ｌ
ｌ
ｈ
ｏ
ｕ
ｓ
ｅ
、

　
　
　
Ｒ
ｅ
ｌ
ｏ
ａ
ｄ
ｅ
ｄ
、
ｍ
ｏ
ｄ
＠

　
　
　
ｃ
ｕ
ｓ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１２
月
５
日
�
午
後
７
時
　
　
　
　

料
金
　
　
１
２
０
０
円
　
１
５
０
０
円
　

●
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ 

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ 

Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ

日
時
　
１２
月
１８
日
�
午
後
７
時
３０
分
　
　

料
金
　
　
１
０
０
０
円
　
１
５
０
０
円
　

●
Ａ
ｃ
ｏ
ｕ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ 

Ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ 

Ｖ
ｏ
ｌ.

６３ 

出
演
　
さ
さ
い
な
ヒ
ト
、
Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ
、

　
　
　
ミ
ッ
ク
・
サ
ト
ー
、
友
莉
　
　
　

日
時
　
１２
月
１９
日
�
午
後
７
時
３０
分
　
　

料
金
　
　
１
０
０
０
円
　
１
５
０
０
円
　

●
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ 

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
ｘ 

Ｖ
ｏ
ｌ.

２４

出
演
　
伊
藤
隆
二
、
Ｋ
ｅ
ｎ
ｊ
ｉ
、
Ｔ
Ｒ

　
　
　
Ａ
Ｎ
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｒ
、
Ｌ
ｉ

　
　
　
ｐ
ｓ
＆
ｖ
ｉ
ｂ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ

日
時
　
１２
月
２６
日
�
午
後
７
時
３０
分
　
　

料
金
　
　
１
０
０
０
円
　
１
５
０
０
円
　

　 
 

●
ブ
ル
ー
ス
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
ブ
ル
ー
ス
他
）

日
時
　
１２
月
１１
日
�
午
後
６
時
　
　
　
　

チ
ャ
ー
ジ
　
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　

●
ク
ニ
イ
Ｊ
ａ
ｍ
（
オ
ー
ル
ジ
ャ
ン
ル
）

日
時
　
１２
月
１８
日
�
、
２６
日
�
午
後
６
時

チ
ャ
ー
ジ
　
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　

　 
 

●
中
本
マ
リ
＋
大
石
学
ト
リ
オ
　
　
　
　

出
演
　
中
本
マ
リ
（
ｖ
ｏ
）
、
大
石
学
（
ｐ
）
、

　
　
　
米
木
康
志（
ｂ
）、
セ
シ
ル
・
モ
ン
ロ

　
　
　
ー
（
ｄ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１２
月
２
日
�
午
後
８
時
　
　
　
　

料
金
　
５
５
０
０
円
（
完
全
予
約
制
）
　

　
　 

 

●
「
ブ
レ
ス
・
マ
イ
・
ソ
ウ
ル
！（
ゴ
ス
ペ
ル
）」

　
Ｘ
，
ｍ
ａ
ｓ
　
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
　
　
　
　
　

日
時
　
１２
月
４
日
�
午
後
７
時
　
　
　
　

料
金
　
１
０
０
０
円
（
１
ｄ
ｒ
付
）
　
　

●
Ｘ
，
ｍ
ａ
ｓ
　
Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
　
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ

　
「
ジ
ョ
イ
フ
ル
・
デ
ィ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド
・

　
セ
ブ
ン
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１２
月
１２
日
�
午
後
７
時
３０
分
　
　

料
金
　
　
１
５
０
０
円
（
１
ｄ
ｒ
付
）
　

　
　
　
　
２
０
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　

　
　 

 

●
フ
ォ
ー
ク
ギ
タ
ー
入
門
講
座
　
　
　
　

日
時
　
１
月
８
・
１５
・
２２
・
２９
日
の
土
曜
日
　

　
　
　
（
連
続
４
回
）
午
後
２
時
　
　
　

受
講
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
１０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
男
女
　
　
　

申
込
　
１２
月
７
日
�
午
前
９
時
か
ら
直
接

　
　
　
　
ま
た
は
電
話
で
　
　
　
　
　
　

●
冬
休
み
・
親
子
実
験
教
室
　
　
　
　
　

日
時
　
１
月
１１
日
�
午
後
２
時
　
　
　
　

材
料
費
　
７
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
１０
組
２０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
市
内
在
住
・
在
学
の
親
子
　
　
　

申
込
　
１２
月
１４
日
�
午
前
９
時
か
ら
直
接

　
　
　
　
ま
た
は
電
話
で
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　 

 

●
陶
芸
教
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
萩
原
司
氏
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１２
月
４
日
�
午
前
９
時
３０
分
　
　

参
加
費
　
１
９
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
学
生
以
上
　
　
　
　
　
　
　
　

●
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
ブ
リ
ッ
ジ
　
　
　
　
　

案
内
人
　
寺
田
麗
子
氏
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１２
月
４
日
�
、
１１
日
�
午
後
１
時
３０
分

参
加
費
　
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　

●
ク
ラ
フ
ト
カ
フ
ェ
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
中
澤
道
子
氏
（
ニ
ュ
ー
イ
ト
ヘ
イ
）

日
時
　
１２
月
７
日
�
、
１４
日
�
午
前
１０
時
、

　
　
　
午
後
１
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
費
　
午
前
・
午
後
券
　
７
０
０
円
　

　
　
　
　
一
日
券
　
１
５
０
０
円（
昼
食
付
）

暖
房
費
　
１
７
５
円
　
　
　
　
　
　
　
　

●
歌
い
つ
づ
け
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
寺
田
麗
子
氏
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１２
月
８
日
�
、
１５
日
�
午
前
１０
時
３０
分

参
加
費
　
６
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　

●
ク
リ
ス
マ
ス
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
話
　
松
本
紳
一
郎
牧
師
（
日
本
基
督
教

　
　
　
　
団
函
館
教
会
）
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１２
月
１１
日
�
午
前
１０
時
３０
分
　
　

参
加
費
　
一
般
　
６
０
０
円
　
　
　
　
　

　
　
　
　
小
・
中
学
生
　
４
０
０
円
　
　

　
　
　
　
（
ケ
ー
キ
・
お
茶
付
き
）
　
　

●
第
２
回
・
子
ど
も
を
ス
ポ
ー
ツ
障
害
か

　
ら
守
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
廣
谷
善
行
氏
（
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
デ

　
　
　
　
シ
ョ
ニ
ン
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
）
　

日
時
　
１２
月
１１
日
�
午
後
３
時
３０
分
　
　

参
加
費
　
１
０
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　

　
　 

 

●
ｓ
ａ
ｙ
ｕ
ｒ
ｉ
キ
ャ
ン
ド
ル
教
室
　
　

　
１
ｄ
ａ
ｙ
　
Ｌ
ｅ
ｓ
ｓ
ｏ
ｎ
「
ス
イ
ー

　
ツ
キ
ャ
ン
ド
ル
」
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１２
月
１９
日
�
午
後
１
時
３０
分
　
　

定
員
　
８
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
費
　
大
人
２
５
０
０
円
　
　
　
　
　

※
そ
の
他
、
書
の
教
室
・
フ
ラ
教
室
・
ピ

　
ラ
テ
ィ
ス
・
英
会
話
講
座
等
も
開
講
し

　
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　 

 

■
第
１６
回
函
館
港
イ
ル
ミ
ナ
シ
オ
ン
映
画
祭

　
　
２
０
１
０
　
兼
第
１４
回
シ
ナ
リ
オ
賞
　

○
ア
ン
コ
ー
ル
上
映
「
台
湾
人
生
」
　
　

日
時
　
１２
月
４
日
�
午
前
１１
時
　
　
　
　

○
「
林
海
象
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
　
　
　
　

日
時
　
１２
月
４
日
�
午
後
１
時
１０
分
　
　

ゲ
ス
ト
　
林
　
海
象
監
督
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
京
都
造
形
芸
術
大
学
生
　
　
　

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地
域
映
画
の
可
能
性
」

　
「
海
炭
市
叙
景
メ
イ
キ
ン
グ
」
他
　
　

日
時
　
１２
月
４
日
�
午
後
３
時
５０
分
　
　

○
「
あ
が
た
森
魚
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
　
　

日
時
　
１２
月
５
日
�
午
前
１１
時
　
　
　
　

ゲ
ス
ト
　
あ
が
た
森
魚
監
督
　
　
　
　
　

○
「
此
の
岸
の
こ
と
」
　
　
　
　
　
　
　

　
「
か
わ
な
か
の
ぶ
ひ
ろ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

日
時
　
１２
月
５
日
�
午
後
１
時
２０
分
　
　

ゲ
ス
ト
　
か
わ
な
か
の
ぶ
ひ
ろ
監
督
　
　

○
「
十
字
街
シ
ョ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
ラ
リ
ー
」

日
時
　
１２
月
５
日
�
午
後
３
時
５０
分
　
　

ト
ー
ク
　
学
生
監
督
達
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ
　
　

料
金
　
５
０
０
円
（
１
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
　

問
合
せ
　
�
２２ 
¦
１
０
３
７
（
事
務
局
）

　
　 

 

●
パ
タ
パ
タ
は
た
お
り
☆
ポ
ー
チ
　
　
　

　
冬
休
み
自
由
研
究
工
作
第
３
弾
　
　
　

日
時
　
１２
月
１１
日
�
・
１２
日
�
　
　
　
　

　
　
　
午
前
の
部
　
９
時
３０
分
　
　
　
　

　
　
　
午
後
の
部
　
２
時
　
　
　
　
　
　

場
所
　
ふ
る
る
函
館
「
函
館
市
青
少
年
研

　
　
　
　
修
セ
ン
タ
ー
」
　
　
　
　
　
　

参
加
費
　
２
５
０
０
円
（
材
料
費
等
）
　

定
員
　
各
回
２０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
５
才
〜
中
学
３
年
生
　
　
　
　
　

申
込
締
切
　
１２
月
９
日
�
　
　
　
　
　
　

●
お
菓
子
の
家
２
０
１
０
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１２
月
１８
日
�
・
１９
日
�
　
　
　
　

　
　
　
午
前
の
部
　
９
時
３０
分
　
　
　
　

　
　
　
午
後
の
部
　
１
時
３０
分
　
　
　
　

場
所
　
北
斗
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
か
な

　
　
　
　
で
ー
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
費
　
３
６
０
０
円
（
材
料
費
等
）
　

定
員
　
各
回
１５
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
５
才
〜
中
学
３
年
生
　
　
　
　
　

申
込
締
切
　
１２
月
１６
日
�
　
　
　
　
　
　

●
サ
ケ
の
秘
密
探
検
隊
　
オ
オ
ワ
シ
を
見

　
に
行
こ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
帰
山
教
授
（
北
海
道
大
学
院
） 

　

日
時
　
１２
月
２６
日
�
午
前
８
時
〜
　
　
　

　
　
　
　
　
２７
日
�
１２
時
３０
分
　
　
　
　

場
所
　
八
雲
町
遊
楽
川
流
域
　
　
　
　
　

参
加
費
　
５
０
０
０
円
（
交
通
費
等
）
　

定
員
　
１５
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生
　
　

申
込
締
切
　
１２
月
２４
日
�
　
　
　
　
　
　

　
　 
 

○
悪
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１１
月
１３
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

○
小
さ
な
村
の
小
さ
な
ダ
ン
サ
ー
　
　
　

　
１１
月
１３
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

○
海
炭
市
叙
景
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１１
月
２７
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

○
ク
レ
イ
ジ
ー
・
ハ
ー
ト
　
　
　
　
　
　

　
１１
月
２７
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

　
　 

 

○
大
奥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１０
月
１
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

○
雷
桜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１０
月
２２
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

○
Ｓ
Ｐ
　
野
望
篇
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１０
月
３０
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

○
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
死
の
秘
宝
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１

　
１１
月
１９
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

○
劇
場
版
　
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
００
　
　

　
１１
月
２７
日
�
〜
１２
月
２７
日
�
　
　
　
　

○
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
　
Ｂ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

　
Ｐ
　
ヤ
マ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１２
月
１
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

○
君
に
届
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１２
月
４
日
�
〜
１２
月
１７
日
�
　
　
　
　

○
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
（
Ｐ
Ｇ
１２
）
　
　
　

　
１２
月
１１
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

　
　 

■
ロ
ケ
ッ
ト
姉
妹
「
２
０
１
０
道
南
ツ
ア
ー
」

日
時
　
１２
月
６
日
�
午
後
７
時
３０
分
　
　

会
場
　
カ
フ
ェ
　
ハ
ル
ジ
ョ
ン
・
ヒ
メ
ジ

　
　
　
　
ョ
ン
（
大
手
町
３８
）
　
　
　
　

料
金
　
２
０
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
２４ 
¦
６
３
６
１
（
同
店
）
　

■
は
こ
だ
て
童
謡
の
会
〜
ク
リ
ス
マ
ス
ソ

　
ン
グ
を
歌
っ
て
パ
ー
テ
ィ
ー
を
楽
し
み

　
ま
し
ょ
う
〜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
細
谷
悦
子
氏（
日
本
演
奏
連
盟
会
員
）

日
時
　
１２
月
７
日
�
午
前
１１
時
３０
分
　
　

会
場
　
五
島
軒
本
店
　
　
　
　
　
　
　
　

料
金
　
３
５
０
０
円
（
昼
食
・
楽
譜
代
込
）

問
合
せ
　
�
３１ 
¦
３
３
８
５
（
大
原
）
　

■
ラ
ビ
ス
タ
函
館
ベ
イ
　
　
　
　
　
　
　

○
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　

出
演
　
岩
平
尚
子
氏
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）

日
時
　
１２
月
１１
日
�
午
後
５
時
　
　
　
　

○
ロ
ビ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
　
　

出
演
　
畑
中
佳
子
氏
（
ピ
ア
ノ
他
）
　
　

日
時
　
１２
月
２５
日
�
午
後
５
時
　
　
　
　

料
金
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
２３ 
¦
６
１
１
１
（
同
ホ
テ
ル
）

■
函
館
Ｍ
Ｂ
混
声
合
唱
団
ク
リ
ス
マ
ス
コ

　
ン
サ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
石
見
普
二
男
先
生
追
悼
　
　
　
　
　
　

　
第
１６
回
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
　
　

日
時
　
１２
月
１１
日
�
午
後
２
時
　
　
　
　

会
場
　
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
函
館
　
　
　
　

入
場
料
　
１
０
０
０
円
、小
学
生
以
下
無
料

問
合
せ
　
�
０
９
０ 
¦
７
５
１
６ 
¦
４
６

　
　
　
　
　
９
４
（
菱
谷
）
　
　
　
　
　

■
公
民
館
マ
チ
ネ
第
１５
回
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１２
月
１２
日
�
午
後
２
時
　
　
　
　

会
場
　
函
館
市
公
民
館
　
　
　
　
　
　
　

入
場
料
　
１
０
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　

出
演
者
　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
モ
ジ
ェ
　
　

　
　
　
　
ビ
ッ
グ
・
モ
ジ
ェ
　
　
　
　
　

　
　
　
　
松
石
隆
（
フ
ル
ー
ト
）
　
　
　

　
　
　
　
佐
藤
亮
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
　

　
　
　
　
菊
地
加
緒
理
（
チ
ェ
ロ
）
　
　

　
　
　
　
金
木
彩
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
　
　

　
　
　
　
畑
中
一
映
（
ピ
ア
ノ
）
　
　
　

　
　
　
　
畑
中
佳
子
（
ピ
ア
ノ
）
　
　
他

問
合
せ
　
�
０
９
０ 
¦
１
３
８
９ 
¦
２
８

　
　
　
　
　
１
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
龍
之
介
弾
き
語
り
真
冬
の
北
上
ツ
ア
ー

日
時
　
１２
月
１９
日
�
午
後
７
時
　
　
　
　

会
場
　
喫
茶
「
想
苑
」
（
青
柳
町
３
　
１５
）

料
金
　
２
３
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
２３ 
¦
３
７
６
３
（
同
店
）
　

■
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
生
誕
１
０
０
周
年
記
念
　

　
函
館
白
百
合
学
園
中
学
高
等
学
校
吹
奏

　
楽
団
　
ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト
　

曲
目
　
ク
リ
ス
マ
ス
セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
、他

日
時
　
１２
月
２４
日
�
午
後
２
時
　
　
　
　

会
場
　
五
稜
郭
タ
ワ
ー
ア
ト
リ
ウ
ム
　
　

料
金
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
５５ 
¦
６
６
８
２
（
同
校
）
　

■
山
口
洋
×
お
お
は
た
雄
一
「
と
つ
ぜ
ん

　
二
人
で
、
北
に
行
き
た
く
な
っ
た
の
だ
」

日
時
　
１２
月
２６
日
�
午
後
７
時
　
　
　
　

会
場
　
喫
茶
「
想
苑
」
（
青
柳
町
３
　
１５
）

料
金
　
３
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
０
９
０ 
¦
１
６
９
０
¦
８
１

　
　
　
　
　
１
８
（
浜
野
）
　
　
　
　
　
　

■
函
館
市
旧
イ
ギ
リ
ス
領
事
館（
開
港
記
念
館
）

　
駐
車
場
無
料
化
実
験
　
　
　
　
　
　
　

　
旧
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
で
２
０
０
０
円
以

上
利
用
の
方
は
駐
車
料
金
２
時
間
分
が
無

料
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
施
日
　
１１
月
３
日
�
〜
１２
月
２５
日
�
　

場
所
　
元
町
立
体
駐
車
場
３
Ｆ
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
２７ 
¦
３
５
３
５
（
函
館
国
際

　
　
　
　
　
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
）

　
　
　
　
　
　
　 

表
紙
の
こ
と
ば
Ι
制
作
趣
意
　
　
　

　
エ
ゾ
ダ
テ
ヤ
マ
を
含
む
函
館
山
の

東
側
山
麓
部
標
高
７０
メ
ー
ト
ル
か
ら

１
３
０
メ
ー
ト
ル
の
一
帯
に
広
が
る

「
い
こ
い
の
森
」
の
中
に
、
円
形
の

石
段
を
ベ
ン
チ
が
取
り
囲
ん
だ
小
ス

テ
ー
ジ
の
よ
う
な
広
場
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
野
外
集
会
場
で
す
。
　
　
　



プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
…
１
９
５
７
年
北
斗
市
（
旧
上
磯
町
）
に
生
ま
れ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
通
じ
今
、
互
い
に
理
解
し
支
え
合
う 

　
　
　
　
　
　
　
事
が
大
切
…
と
平
成
１９
年
に
め
だ
か
の
会
を
設
立
。 

　
私
は
今
年
の
夏
休
み
を
函
館
と
い

う
こ
の
港
の
都
市
で
過
ご
し
た
の
が
、

夢
み
た
い
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

毎
日
海
を
見
な
が
ら
学
校
に
行
き
、

時
々
教
室
か
ら
海
に
浮
か
ぶ
船
も
見

え
ま
す
。
夏
休
み
と
港
は
、
ど
ち
ら

も
旅
行
に
お
け
る
休
憩
所
だ
と
言
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
様
々

な
意
味
で
、
港
と
夏
休
み
は
似
て
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
夏
休
み
は
一
年
中
で
私
が
一
番
好

き
な
時
間
で
す
。
史
学
の
大
学
院
生

と
し
て
勉
強
し
た
り
論
文
を
書
い
た

り
す
る
中
で
、
昔
の
人
々
の
刺
激
的

な
人
生
を
体
験
し
ま
す
。
一
方
、
夏

休
み
は
新
た
な
場
所
で
新
し
い
経
験

に
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

自
分
の
生
活
で
休
眠
か
ら
起
き
る
と

い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
、

私
に
と
っ
て
夏
の
短
い
数
か
月
は
一

年
の
中
で
、
と
て
も
大
切
な
時
間
に

な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
う
考
え
る
と
、
私
の
今
ま
で
の

人
生
も
港
に
似
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
子
供
の
時
か
ら
急
速
に
変
化

し
て
い
る
中
国
で
引
越
し
を
繰
り
返

し
て
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に
移
住

し
た
後
も
、
色
々
な
所
に
住
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
親
友
は
い
つ
も

ど
こ
か
遠
い
と
こ
ろ
に
い
ま
す
。
こ

れ
は
よ
く
寂
し
い
と
考
え
ら
れ
が
ち

で
す
が
、
私
は
世
界
中
に
点
在
す
る

港
の
よ
う
に
、
い
つ
も
ま
だ
知
ら
な

い
人
と
知
り
合
う
機
会
が
あ
る
の
で
、

こ
の
生
活
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
確

か
に
、
函
館
と
の
出
会
い
か
ら
今
ま

で
を
考
え
る
と
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
を
始
め
、
こ
こ
で
で
き
た
友
達
や

見
ず
知
ら
ず
の
親
切
な
人
達
が
貴
重

な
思
い
出
を
た
く
さ
ん
く
れ
た
の
で
、

こ
の
海
辺
の
町
も
私
自
身
を
優
し
く

受
け
入
れ
て
く
れ
た
人
生
の
港
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
港
と
は
新
し
い
舟
を
受
け
入
れ
、

今
ま
で
の
こ
と
を
遠
く
思
い
出
す
と

こ
ろ
で
す
。
そ
れ
は
、
継
続
的
で
は

な
い
断
片
的
な
こ
と
で
す
。
そ
の
意

味
で
は
、
港
は
き
れ
い
な
夏
を
ゆ
っ

く
り
楽
し
み
つ
つ
、
過
去
で
も
将
来

で
も
な
い
現
在
を
見
つ
め
る
と
こ
ろ

だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
　
　
　
　

　
近
年
、
様
々
な
社

会
の
変
化
等
に
伴
い
、

人
と
人
と
の
関
わ
り

が
、
希
薄
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ

し
て
昔
で
は
考
え
ら

れ
な
い
様
な
子
供
の

虐
待
、
お
年
寄
り
の

所
在
不
明
、
自
殺
者

の
増
加
等
が
毎
日
の

様
に
ニ
ュ
ー
ス
で
報

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
不
安
や
閉
塞

感
を
抱
き
、
一
人
で

悩
み
苦
し
ん
で
い
る

人
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
　

　
昔
は
ど
こ
に
も
結

（
ゆ
い
）
と
言
う
制
度
が
あ
り
、
地

域
社
会
も
支
え
合
い
が
当
り
前
で
、

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
互
い
に
関

わ
り
合
い
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
色
々

な
事
を
学
び
合
い
共
に
成
長
し
合
う

こ
と
が
出
来
た
様
に
思
い
ま
す
。
人

と
の
ふ
れ
あ
い
が
希
薄
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
現
在
、
と
て
も
淋
し
く
思
わ

れ
て
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
今
、
心

の
豊
さ
を
目
指
し
お
互
い
に
思
い
や

り
と
支
え
合
う
こ
と
が
必
要
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
、
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
の
言
葉
の
中
に

も
「
愛
情
の
裏
返
し
は
、
無
関
心
で

あ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
様
に
、
他

に
目
を
向
け
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
「
め
だ
か
の
会
」
で
は
、

日
々
、
多
方
面
で
活
動
さ
れ
て
い
る

方
を
少
し
で
も
ご
理
解
で
き
る
よ
う

に
講
演
会
や
学
習
会
、
親
睦
会
等
を

企
画
し
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
　
　

　
こ
の
中
で
は
各
作
業
所
や
小
さ
な

サ
ー
ク
ル
の
方
々
の
手
作
り
品
の
紹

介
を
行
っ
た
り
、
心
暖
か
な
様
々
な

楽
器
演
奏
を
聞
い
て
共
に
和
や
か
な

時
を
過
し
た
り
し
ま
す
。
年
令
、
職

業
、
活
動
内
容
等
の
違
い
を
超
え
、

た
く
さ
ん
の
人
が
、
お
互
い
に
理
解

し
支
え
合
う
思
い
や
り
の
輪
が
広
が

る
事
を
願
っ
て
「
め
だ
か
の
会
」
は
、

今
後
も
活
動
し
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
次
回
は
「
函
館
ゾ
ン
タ
ク
ラ
ブ
」

会
長
・
水
野
幸
子
さ
ん
に
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
し
ま
す
。



　 
          

■
ま
な
び
っ
と
２
０
１
０
体
験
講
座

　
は
じ
め
て
の
生
け
花
講
座
　
　
　

日
時
　
１２
月
１８
日
�
午
前
１０
時
　
　

会
場
　
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
　
　

受
講
料
　
５
０
０
円
（
花
バ
サ
ミ
・

　
　
　
　
雑
巾
・
手
さ
げ
袋
持
参
）

対
象
　
小
学
生
か
ら
一
般
２０
名
　
　

申
込
み
　
１１
月
２９
日
�
か
ら
ま
ち
セ
ン

　
　
　
　
へ
電
話
�
２２ 
¦
９
７
０
０
　

■
第
６３
回
函
館
市
成
人
祭
　
　
　
　

日
時
　
１
月
１０
日
�
午
後
１
時
　
　

会
場
　
函
館
市
民
体
育
館
　
　
　
　

対
象
　
平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平
成

　
　
　
３
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま

　
　
　
れ
た
方
　
　
　
　
　
　
　
　

※
案
内
状
は
発
送
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
対
象
者
は
直
接
会
場
へ
。
　
　
　

■
社
会
学
級
生
の
募
集
　
　
　
　
　

　
社
会
学
級
で
は
、
教
養
を
高
め
る

各
種
講
座
と
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
ク

ラ
ブ
活
動
を
学
級
生
が
自
ら
企
画
し
、

活
動
し
て
い
ま
す
。
幅
広
い
年
齢
層

の
学
級
生
が
皆
様
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
市
内
の
小
・
中
学
校
　
　
　

対
象
　
主
と
し
て
開
設
学
校
の
校
区

　
　
　
に
居
住
す
る
成
人
　
　
　
　

　 
 

■
小
鳥
の
た
め
に
巣
箱
を
つ
く
ろ
う

日
時
　
１２
月
５
日
�
午
後
１
時
３０
分

受
講
料
　
１
５
０
０
円
　
　
　
　
　

対
象
　
小
中
学
生
５０
名
（
申
込
順
）

申
込
み
　
１１
月
２４
日
�
〜
１２
月
２
日

　
　
　
　
�
ま
で
電
話
で
　
　
　
　

■
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
泊
ま

　
り
会
（
冬
）
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１
月
８
日
�
〜
９
日
�
　
　

受
講
料
　
３
５
０
０
円
（
予
定
）
　

対
象
　
小
中
学
生
５０
名
（
申
込
順
）

申
込
み
　
１２
月
２１
日
�
〜
３０
日
�
ま

　
　
　
　
で
電
話
で
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　 

 

■
シ
ル
バ
ー
ア
ク
セ
サ
リ
ー
教
室
　

日
時
　
１２
月
１２
日
�
午
後
１
時
３０
分

材
料
費
　
２
５
０
０
円
　
　
　
　
　

対
象
　
一
般
市
民
１５
名
（
先
着
順
）

申
込
み
　
電
話
で
　
　
　
　
　
　
　

※
託
児
あ
り
（
要
予
約
・
別
途
料
金
）

　 
 

■
ク
リ
ス
マ
ス
会
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１２
月
１９
日
�
午
前
１０
時
　
　

参
加
料
　
２
０
０
円
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
３５
名

※
小
学
生
の
み
の
参
加
も
可
　
　
　

申
込
み
　
１２
月
１４
日
�
ま
で
電
話
で

　 
 

■
子
ど
も
放
送
局
　
　
　
　
　
　
　

①
か
ざ
っ
て
み
よ
う
！
ク
リ
ス
マ
ス

　
リ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１２
月
１１
日
�
午
前
１０
時
　
　

②
お
正
月
に
ぴ
っ
た
り
ス
テ
キ
な
飾

　
り
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１２
月
２５
日
�
午
前
１０
時
　
　

③
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
す
て
き
な

　
汽
車
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１
月
８
日
�
午
前
１０
時
　
　

対
象
　
小
中
学
生
２５
名
無
料（
申
込
順
）

申
込
み
　
１２
月
２
日
�
午
前
９
時
か

　
　
　
　
ら
電
話
で
　
　
　
　
　
　

■
磁
石
で
つ
く
る
ア
ニ
マ
ル
ダ
ー
ツ

日
時
　
１
月
１２
日
�
午
前
１０
時
　
　

受
講
料
　
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
学
生
２０
名
　
　
　
　
　
　

申
込
み
　
１２
月
１
日
�
午
前
９
時
〜

　
　
　
　
３０
日
�
ま
で
電
話
で
　
　

　
　
　
　
　 

 

■
星
形
城
郭
「
は
こ
だ
て
絵
手
紙
展
」

　
長
野
県
佐
久
市
と
の
「
五
稜
郭
ゆ

か
り
の
ま
ち
交
流
事
業
」
の
一
環
と

し
て
募
集
し
ま
し
た
絵
手
紙
の
展
覧

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　

日
時
　
１２
月
２
日
�
〜
７
日
�
　
　

会
場
　
中
央
図
書
館
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１２
月
１３
日
�
〜
１７
日
�
　
　

会
場
　
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
　

　 
 

■
放
送
大
学
平
成
２３
年
度
第
１
学
期

　
（
４
月
入
学
）
学
生
募
集
　
　
　

　
放
送
大
学
は
Ｔ
Ｖ
等
の
放
送
で
授

業
を
行
う
通
信
制
大
学
で
す
。
働
き

な
が
ら
学
び
た
い
、
生
涯
学
習
に
興

味
が
あ
る
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
、

幅
広
い
世
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

○
教
養
学
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

・
科
目
履
修
生
（
６
ヶ
月
在
学
し
、

　
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）
　
　
　 

・
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し
、

　
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）
　
　
　 

・
全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学
し
、

　
卒
業
を
目
指
す
）
　
　
　
　
　
　

○
大
学
院
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

・
修
士
科
目
生
（
６
ヶ
月
在
学
し
、

　
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）
　
　
　 

・
修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し
、

　
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）
　
　
　

受
付
期
間
　
平
成
２２
年
１１
月
１５
日
〜

　
　
　
　
　
平
成
２３
年
２
月
２８
日
　

問
合
せ
　
直
接
資
料
請
求
（
無
料
）

　
　
　 

 

■
放
送
大
学
函
館
学
習
室
の
ご
案
内

　
函
館
大
学
図
書
館
内
に
あ
る
放
送

大
学
函
館
学
習
室
で
は
、
放
送
大
学

の
授
業
を
視
聴
し
た
り
、
ビ
デ
オ
の

教
材
の
再
視
聴
が
で
き
ま
す
。
一
般

の
方
も
無
料
で
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

開
所
日
　
火
曜
日
〜
日
曜
日
（
祝
日
、

　
　
　
　
年
末
年
始
を
除
く
。
）
　

開
所
時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
８
時

教
材
等
　
１
６
７
科
目
再
視
聴
可
　

問
合
せ
　
�
５７ 
¦
１
１
８
１
　
　
　

　
　
　
　
（
函
館
大
学
図
書
館
）
　

　 
 

■
図
書
館
ｄ
ｅ
ク
リ
ス
マ
ス
Ⅵ
　
　

　
〜
図
書
館
で
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス

　
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
〜
　

○
親
子
ｄ
ｅ
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を

　
つ
く
ろ
う
！
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１２
月
２３
日
�
午
前
１０
時
３０
分

会
場
　
中
央
図
書
館
大
・
中
研
修
室

協
力
　
函
館
絵
本
の
会「
銀
の
ふ
ね
」・

　
　
　
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
　

対
象
　
親
子
６０
名
　
　
　
　
　
　
　

○
ク
リ
ス
マ
ス
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　
と
手
回
し
オ
ル
ガ
ン
演
奏
会
　
　

日
時
　
１２
月
２３
日
�
午
後
１
時
３０
分

会
場
　
中
央
図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル

協
力
　
絵
本
読
み
語
り
グ
ル
ー
プ
　

　
　
　
「
マ
シ
ュ
マ
ロ
」・
図
書
館
ボ

　
　
　
ラ
ン
テ
ィ
ア
ほ
か
　
　
　
　

※
両
イ
ベ
ン
ト
無
料
直
接
会
場
へ
申

　
込
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
年
末
年
始
の
休
館
案
内
　
　
　
　

　
中
央
図
書
館
・
市
内
各
図
書
室
　

　
１２
月
３１
日
�
〜
１
月
５
日
�
　
　

■
臨
時
の
休
館
・
開
館
案
内
　
　
　

　
桔
梗
配
本
所
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１２
月
４
日
�
　
臨
時
休
館
　
　
　

　
１２
月
２４
日
�
　
代
替
開
館
　
　
　

　 　 ■
冬
休
み
自
由
研
究
　
　
　
　
　
　

　
「
手
作
り
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぼ
う
」

日
時
　
１
月
７
日
�
・
８
日
�
午
後
１
時

受
講
料
　
３
０
０
円
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
各
日
１５
名

申
込
み
　
１２
月
１７
日
�
午
前
９
時
か

　
　
　
　
ら
電
話
で
　
　
　
　
　
　

■
わ
く
わ
く
科
学
教
室
　
　
　
　
　

　
「
も
し
も
原
子
が
見
え
た
な
ら
」

日
時
　
１
月
１２
日
�
・
１３
日
�
　
　

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
　
　
　
　
　

受
講
料
　
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
１６
名

申
込
み
　
１２
月
２１
日
�
午
前
９
時
か

　
　
　
　
ら
電
話
で
　
　
　
　
　
　

■
冬
休
み
自
由
研
究
　
　
　
　
　
　

　
「
さ
し
絵
に
挑
戦
！
」
　
　
　
　

日
時
　
１
月
１４
日
�
午
後
１
時
　
　

会
場
　
芸
術
ホ
ー
ル
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
学
生
３０
名
無
料
（
申
込
順
）

申
込
み
　
１２
月
１
日
�
か
ら
文
学
館

　
　
　
　
へ
電
話
�
２２ 
¦
９
０
１
４

■
Ｊ
ｒ.

考
古
学
ハ
カ
セ
養
成
講
座

　
９
「
縄
文
の
布
ー
あ
ん
ぎ
ん
編
み

　
ー
を
体
験
し
よ
う
」
　
　
　
　
　

日
時
　
１
月
１６
日
�
午
後
１
時
３０
分

受
講
料
　
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
４
〜
６
年
生
と
そ
の
保
護
者

　
　
　
２０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

申
込
み
　
１２
月
２２
日
�
午
前
９
時
か

　
　
　
　
ら
電
話
で 



　
世
界
体
操
競
技
選
手
権
が
、
１０
月

１６
日
〜
２４
日
ま
で
オ
ラ
ン
ダ
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
男
子
団
体
で

は
惜
し
く
も
中
国
に
負
け
て
２
位
で

し
た
が
、
日
本
選
手
の
団
結
力
と
負

傷
を
抱
え
な
が
ら
も
２
連
覇
を
成
し

遂
げ
た
内
村
航
平
選
手
の
活
躍
に
は

大
変
感
動
し
ま
し
た
。
私
は
そ
の
演

技
に
す
っ
か
り
魅
せ
ら
れ
て
し
ま
い
、

夜
遅
く
の
テ
レ
ビ
放
送
だ
っ
た
の
で

寝
不
足
気
味
で
し
た
。
　
　
　
　
　

　
さ
て
、
こ
の
体
操
競
技
、
従
前
は

１０
点
満
点
法
で
の
採
点
が
採
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
２
０
０
６
年
よ
り

大
き
く
採
点
方
法
が
改
正
さ
れ
、
Ｄ

ス
コ
ア
（
演
技
の
難
し
さ
な
ど
の
構

成
内
容
を
評
価
）
と
Ｅ
ス
コ
ア
（
演

技
の
出
来
栄
え
を
評
価
）
と
い
う
得

点
の
総
計
で
順
位
が
決
定
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
選
手
は
高
得
点

を
狙
い
た
い
た
め
に
高
難
度
の
技
を

実
施
し
よ
う
と
し
ま
す
が
、
体
操
競

技
の
本
質
と
さ
れ
る
美
し
さ
や
雄
大

さ
が
伴
わ
な
い
演
技
に
対
し
て
は
、

実
施
減
点
が
課
せ
ら
れ
て
し
ま
う
の

で
結
果
的
に
高
得
点
を
獲
得
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

選
手
は
本
質
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

自
身
の
能
力
に
合
わ
せ
、
よ
り
高
難

度
な
技
を
実
施
す
る
こ
と
が
ベ
ス
ト

の
よ
う
で
す
。
田
中
理
恵
選
手
は
、

体
操
競
技
の
本
質
と
さ
れ
る
賞
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
エ
レ
ガ
ン
ト

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
そ
し
て
、
１０
月
２０
日
・
２１
日
に
は
、

競
泳
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
東
京
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
短

水
路
世
界
一
の
称
号
獲
得
を
目
指
し

て
世
界
７
カ
国
を
世
界
ト
ッ
プ
ス
イ

マ
ー
た
ち
が
転
戦
す
る
シ
リ
ー
ズ
戦

で
、
今
回
は
数
々
の
日
本
新
記
録
が

樹
立
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ン
タ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
以
降
、
日
本
競
泳
界
は
、

若
年
層
よ
り
も
２０
歳
前
後
の
大
学
生
、

も
し
く
は
２０
歳
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
選

手
た
ち
が
主
軸
と
な
っ
て
ひ
っ
ぱ
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
本
稿

執
筆
中
の
１０
月
２９
日
か
ら
は
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
が
開
催
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
活
躍
に
毎
日
ド
キ

ド
キ
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
若
年
層
に
強
い
選
手
が
多
か
っ
た

日
本
ス
ポ
ー
ツ
界
は
、
い
つ
か
ら
か

遅
咲
き
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
成
年
層

に
強
い
選
手
が
増
え
た
わ
け
で
は
な

く
、
医
・
科
学
の
進
歩
や
発
展
に
よ

り
選
手
生
命
が
長
く
な
り
、
ア
ス
リ

ー
ト
と
し
て
活
躍
す
る
時
間
・
期
間

が
長
く
な
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ

種
目
の
増
加
や
実
施
可
能
な
環
境
の

整
備
に
よ
り
、
再
び
ア
ス
リ
ー
ト
と

し
て
活
躍
す
る
選
手
が
増
え
た
こ
と

も
確
か
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

め
る
環
境
が
拡
充
さ
れ
て
き
た
証
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
老
若
男
女
問

わ
ず
、
誰
も
が
生
涯
を
通
じ
て
気
軽

に
継
続
的
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
社
会
環
境
、
人
材
維
持
・

確
保
が
大
切
だ
と
日
々
感
じ
て
い
ま

す
。
　
　
　
　 

　
１
９
７
８
年
愛
知
県
名
古
屋
市
生
ま
れ
。

日
本
体
育
大
学
大
学
院
体
育
科
学
研
究

科
体
育
科
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
満
期

退
学
。
体
育
科
学
修
士
。
函
館
大
谷
短

期
大
学
講
師
。
健
康
運
動
指
導
士
。
専

門
は
ス
ポ
ー
ツ
科
学
、
幼
児
教
育
、
水

泳
（
１
９
９
９
年
ユ
ニ
バ
シ
ア
ー
ド
競

技
大
会
日
本
代
表
）
、
日
本
体
育
協
会

公
認
コ
ー
チ
（
水
泳
）
。 

　
小
学
生
ラ
グ
ビ
ー
選
手
権
函
館
予

　
選
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
１２
月
５
日
�
　
　
　
　
　
　

　
 

○
１２
月
月
例
会
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
１２
月
１２
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
レ
ン
ジ
平
川
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

◎
２３
年
度
ス
キ
ー
＆
ボ
ー
ド
講
習
・
検
定

○
冬
休
み
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
＆
ボ
ー

　
ド
教
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
１
月
２
日
�
・
３
日
�
　
　

会
場
　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
大
沼
　
　
　

○
ス
キ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
講
習
＆
テ
ス
ト

日
程
　
１
月
２３
日
�
・
３０
日
�
　
　

　
　
　
２
月
６
日
�
・
１３
日
�
・
　

　
　
　
　
　
２０
日
�
・
２７
日
�
　
　

会
場
　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
大
沼
　
　
　

○
ス
キ
ー
級
別
講
習
　
　
　
　
　
　

日
程
　
１
月
９
日
�
　
　
　
　
　
　

　
　
　
（
ジ
ュ
ニ
ア
講
習
も
実
施
）

会
場
　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
大
沼
　
　
　

日
程
　
１
月
３０
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
大
沼
　
　
　

○
ス
キ
ー
級
別
テ
ス
ト
　
　
　
　
　

日
程
　
１
月
２３
日
�
・
２
月
６
日
�
・

　
　
　
１３
日
�
・
２０
日
�
・
２７
日
�

会
場
　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
大
沼
　
　
　

○
ボ
ー
ド
ナ
イ
タ
ー
講
習
＆
テ
ス
ト

日
程
　
Ａ
コ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
１
月
１２
日
�
・
１９
日
�
　
　

　
　
　
Ｂ
コ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
１
月
２６
日
�
・
２
月
２
日
�

会
場
　
ニ
ヤ
マ
高
原
ス
キ
ー
場
　
　

○
ボ
ー
ド
級
別
テ
ス
ト
　
　
　
　
　

日
程
　
１
月
３０
日
�
・
２
月
１３
日
�

会
場
　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
大
沼
　
　
　

日
程
　
１
月
１６
日
�
・
２
月
６
日
�
・
 

　 
              

○
師
走
射
会
、納
会
　
　
　
　
　
　

日
程
　
１２
月
４
日
�
　
　
　
　
　
　

○
初
心
者
弓
道
教
室
受
講
者
募
集
　

　
弓
道
は
、
老
若
男
女
い
つ
か
ら
で

も
、
い
つ
ま
で
も
続
け
ら
れ
る
武
道

で
す
。
弓
具
一
式
用
意
し
て
い
ま
す
。

気
軽
に
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
　

期
間
　
１
月
６
日
〜
３
月
１０
日
の
月

　
　
　
曜
日
と
木
曜
日
　
　
　
　
　

　
　
　
午
前
の
部
　
午
前
１０
時
　
　

　
　
　
午
後
の
部
　
午
後
６
時
３０
分

受
講
料
　
２
０
０
０
円
（
月
額
）
　

※
保
険
料
・
道
具
使
用
料
別
途
　
　

定
員
　
各
コ
ー
ス
１５
名
（
申
込
順
）

申
込
み
　
１２
月
２４
日
�
ま
で
　
　
　

　
　
　
　 

 

○
道
南
ブ
ロ
ッ
ク
ミ
ニ
テ
ニ
ス
大
会

日
程
　
１２
月
５
日
�
　
　
　
　
　
　

○
一
般
ク
ラ
ブ
対
抗
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
大
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
１２
月
１９
日
�
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　 

 
○
サ
ン
ト
リ
ー
カ
ッ
プ
第
７
回
全
国



　 
                         

　
優
秀
投
手
賞
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
　
　

　
こ
の
大
会
に
出
場
す
る
き
っ
か
け

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　

　
選
考
会
へ
の
参
加
推
薦
が
あ
り
、

選
考
会
で
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。
　
　

　
大
会
に
参
加
す
る
前
の
気
持
ち
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　 

　
日
本
代
表
と
し
て
の
重
み
を
感
じ

ま
し
た
。
練
習
期
間
は
短
か
っ
た
の

で
す
が
、
１８
人
の
絆
は
深
ま
っ
て
い

て
優
勝
を
目
標
に
し
て
旅
立
ち
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
外
国
と
日
本
の
野
球
に
違
い
が
あ

り
ま
す
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
韓
国
選
手
は
体
格
が
良
く
”
力
の

野
球
“
、
台
湾
は
”
小
技
の
野
球
“
で

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
野
球
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
何

で
し
た
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
友
だ
ち
が
少
年
団
に
多
か
っ
た
こ

と
と
、
父
と
兄
が
野
球
を
し
て
い
ま

し
た
の
で
始
め
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
投
手
を
選
ん
だ
の
は
ど
う
し
て
で

す
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
始
め
は
フ
ァ
ー
ス
ト
で
し
た
が
、

左
利
き
と
言
う
こ
と
も
あ
っ
て
監
督

か
ら
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
す
る
よ
う
に
言

っ
て
も
ら
っ
た
か
ら
で
す
。
　
　
　

　
投
手
を
し
て
い
る
中
で
、
気
を
つ

け
て
い
る
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
す

か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ス
ト
ラ
イ
ク
を
優
先
し
、
チ
ー
ム

の
流
れ
を
作
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ス
ピ
ー
ド
よ
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
重

視
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
練
習
内
容
で
、
特
に
力
を
入
れ
て

い
る
と
こ
ろ
は
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
で

す
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
き
ち
ん
と
す

る
と
こ
ろ
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
野
球
の
ど
こ
に
魅
力
を
感
じ
て
い

ま
す
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
９
人
で
す
の
で
、
自
分
の
調
子
が

悪
く
て
も
周
り
が
助
け
て
く
れ
た
り
、

意
外
性
が
あ
り
、
流
れ
に
よ
っ
て
展

開
が
変
わ
っ
て
く
る
お
も
し
ろ
さ
が

あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
各
種
大
会
へ
参
加
す
る
と
き
の
取

り
組
み
が
あ
り
ま
す
か
？
　
　
　
　

　
勝
つ
と
言
う
よ
り
、
負
け
な
い
と

い
う
気
持
ち
で
試
合
に
臨
み
ま
す
。

　
今
ま
で
出
場
し
た
大
会
で
、
一
番

印
象
に
残
っ
て
い
る
大
会
は
？
　
　

　
ア
ジ
ア
大
会
の
韓
国
戦
で
す
。
Ｗ

Ｂ
Ｃ
な
ど
を
観
て
い
る
と
伸
び
て
き

て
い
る
国
な
の
で
、
一
度
、
勝
負
し

て
み
た
か
っ
た
の
が
現
実
に
な
っ
た

か
ら
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
し
て
い
る
練
習
で
不
足
な
も
の

が
あ
り
ま
す
か
？
　
　
　
　
　
　
　

　
体
が
細
い
の
で
、
下
半
身
を
鍛
え

る
こ
と
で
す
。
こ
の
冬
に
は
、
走
り

込
み
を
し
た
い
で
す
。
　
　
　
　
　

　
理
想
と
す
る
チ
ー
ム
と
は
？
　
　

　
切
磋
琢
磨
し
て
く
れ
る
仲
間
が
集

ま
っ
て
き
て
、
自
分
を
向
上
さ
せ
て

く
れ
、
チ
ー
ム
が
強
く
な
る
こ
と
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
目
標
の
選
手
は
誰
で
す
か
？
　
　

　
斉
藤
佑
樹
さ
ん
で
す
。（
日
ハ
ム
ド

ラ
フ
ト
１
位
指
名
）
　
　
　
　
　
　

　
将
来
は
、
何
に
な
り
た
い
で
す
か
？

　
今
は
、
プ
ロ
野
球
選
手
で
す
。
　

　
好
き
な
言
葉
は
、
何
で
す
か
？
　

　
努
力
に
勝
る
天
才
な
し
。
　
　
　

　
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
ラ
・
サ
ー
ル
高
校
に
進
ん
で
、
２５

年
間
行
っ
て
い
な
い
全
道
出
場
、
そ

し
て
甲
子
園
出
場
で
す
。
　
　
　
　

　 　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

後
の
活
躍
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
２７
日
�
　
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
ニ
ヤ
マ
高
原
ス
キ
ー
場
　
　

◎
技
術
選
手
権
大
会
　
　
　
　
　
　

○
函
館
地
区
ス
キ
ー
技
術
選
手
権（
道

　
大
会
予
選
会
）・
ボ
ー
ド
技
術
選

　
手
権
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
１
月
１０
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
今
金
ピ
リ
カ
ス
キ
ー
場
　
　

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
技
術
選
手
権
ブ

　
ロ
ッ
ク
大
会
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
２
月
６
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
大
沼
　
　
　

　 
 

○
海
峡
カ
ッ
プ
中
学
男
子
大
会
　
　

日
程
　
１２
月
４
日
�
・
５
日
�
　
　

会
場
　
市
内
・
近
郊
中
学
校
　
　
　

○
大
妻
ス
プ
ー
ル
カ
ッ
プ
　
　
　
　

日
程
　
１２
月
１１
日
�
・
１２
日
�
　
　

会
場
　
大
妻
高
校
　
　
　
　
　
　
　

○
高
専
カ
ッ
プ
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
１２
月
１８
日
�
・
１９
日
�
　
　

会
場
　
函
館
工
業
高
等
専
門
学
校
　 

  

○
柔
道
交
歓
会
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
１２
月
１９
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
市
民
体
育
館
　
　
　
　
　
　

　 
 

○
第
１３
回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ

　
ィ
バ
ル
「
綱
引
き
大
会
」
　
　
　

日
程
　
１２
月
１８
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
市
民
体
育
館
　
　
　
　
　
　

　 
 

○
函
館
市
中
体
連
ス
キ
ー
競
技
大
会

日
程
　
１２
月
２７
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
七
飯
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
　
　
　

　
　
　 



　
今
回
は
、
１０
月
２２
日
に
函
館
市
立

港
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
た
、
さ

っ
ぽ
ろ
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
あ
し
り
座

公
演
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し

た
大
田
卓
君
で
す
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
は
、
港
中
学
校
１
年
生
を
対

象
に
、
同
公
演
の
出
演
者
が
実
際
の

人
形
の
遣
い
方
を
細
か
く
指
導
し
、

普
段
触
れ
る
機
会
の
少
な
い
日
本
の

文
化
を
学
び
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 
                            

       

　
こ
の
前
の
あ
し
り
座
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
は
、
実
際
に
自
分
で
人
形

を
あ
や
つ
っ
て
み
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
あ
し
り
座
の
人
形
は
三
人
遣

い
と
い
う
人
形
で
、
頭
と
右
手
、
左

手
、
足
と
い
う
よ
う
に
三
人
で
分
担

し
て
あ
や
つ
る
人
形
で
し
た
。
習
っ

た
事
は
入
場
、
正
座
、
お
じ
ぎ
な
ど

の
簡
単
な
動
作
だ
っ
た
の
で
す
が
、

お
じ
ぎ
だ
け
で
も
、
「
頭
か
ら
で
は

な
く
胸
か
ら
先
に
下
げ
る
」
な
ど
、

人
形
を
実
際
の
人
間
の
よ
う
に
見
せ

る
に
は
、
気
を
配
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

自
分
は
頭
と
右
手
の
担
当
で
、
人
形

の
全
身
を
ま
と
め
る
大
事
な
役
目
で

し
た
。
人
形
は
ず
っ
し
り
と
し
た
重

み
が
あ
り
、
頭
を
支
え
て
い
る
の
は

想
像
し
て
い
た
よ
り
大
変
で
し
た
。

小
さ
な
声
で
合
図
を
し
な
が
ら
や
っ

た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
息
が
合
わ

ず
、
バ
ラ
バ
ラ
に
動
い
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
大
変
で
し
た
が
、
後
半
に

な
る
に
つ
れ
て
、
あ
し
り
座
の
皆
さ

ん
に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
少
し

ず
つ
人
間
ら
し
く
動
か
せ
る
よ
う
に

な
り
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

あ
し
り
座
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、

人
形
を
あ
や
つ
る
楽
し
さ
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
機
会
が
あ

れ
ば
、
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
、
別

の
種
類
の
人
形
に
も
ふ
れ
て
み
た
い

と
思
い
ま
し
た
。 

 

　 
            

◎
石
川
　
木
直
筆
資
料
展
　
　
　
　

　
「
明
治
４４
年
８
月
２６
日
以
降
の
書

　
簡
よ
り
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　 
        

　
２６
年
２
ヶ
月
と
い
う
短
い
人
生
で
、

　
木
は
驚
く
ほ
ど
多
く
の
手
紙
を
書

き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
「
書
簡
文

学
」
と
し
て
文
学
的
に
非
常
に
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
函
館
中
央
図

書
館
「
　
木
文
庫
」
所
蔵
１
０
８
通

の
手
紙
の
中
か
ら
、
今
回
は
最
後
の

４
通
の
手
紙
を
展
示
し
ま
し
た
。
晩

年
と
言
う
に
は
余
り
に
も
若
い
年
齢

で
す
が
、
終
焉
近
い
　
木
の
心
情
と

生
活
の
様
子
が
直
筆
か
ら
浮
か
び
上

が
っ
て
き
ま
す
。
２
つ
の
歌
集
に
は

載
っ
て
い
な
い
　
木
最
後
の
短
歌
が

書
か
れ
た
賀
状
も
あ
り
ま
す
。
　
　

会
期
　
１０
月
１８
日
�
〜
４
月
１３
日
�

◎
第
５
回
文
学
の
夕
べ
　
　
　
　
　

　
「
長
谷
川
海
太
郎
を
め
ぐ
っ
て
」

　 
        

　
谷
譲
次
、
林
不
忘
、
牧
逸
馬
と
３

つ
の
筆
名
を
使
い
わ
け
、
超
人
気
作

家
と
な
っ
て
疾
風
の
よ
う
に
文
壇
を

駆
け
抜
け
た
長
谷
川
海
太
郎
。
函
館

元
町
育
ち
の
こ
の
型
破
り
な
作
家
の

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
痛
快
な
生
の
魅

力
と
そ
の
由
来
を
３
人
の
弟
や
同
窓

の
久
生
十
蘭
ら
の
文
学
と
重
ね
な
が

ら
、
生
誕
１
１
０
年
の
こ
の
機
会
に

あ
ら
た
め
て
考
え
ま
す
。
　
　
　
　

講
師
　
安
東
璋
二
氏
（
北
海
道
教
育

　
　
　
　
大
学
名
誉
教
授
）
　
　
　

日
時
　
１２
月
７
日
�
午
後
６
時
３０
分

参
加
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
５０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
み
　
文
学
館
ま
で
　
　
　
　
　

◎
企
画
コ
ー
ナ
ー
「
長
谷
川
海
太
郎

　
生
誕
百
十
年
に
寄
せ
て
『
長
谷
川

　
四
兄
弟
展
』
」
　
　
　
　
　
　
　

　
長
谷
川
海
太
郎
に
は
「
猫
」
の
絵

で
有
名
な
　
二
郎
、
ロ
シ
ア
文
学
の

翻
訳
等
で
活
躍
し
た
濬
、
「
鶴
」
で

芥
川
賞
候
補
と
な
り
「
日
本
文
学
の

中
の
一
つ
の
不
思
議
だ
」
と
評
さ
れ

た
四
郎
と
い
う
３
人
の
弟
が
い
ま
す
。

海
太
郎
の
生
誕
１
１
０
年
を
記
念
し
、

長
谷
川
四
兄
弟
に
焦
点
を
当
て
た
展

示
を
行
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
１２
月
１０
日
�
〜
１
月
１９
日
�

　 
  

◎
冬
休
み
自
由
研
究｢

ア
イ
ヌ
の
伝

　
統
楽
器
〜
ム
ッ
ク
リ
を
作
ろ
う｣

　
ム
ッ
ク
リ
は
竹
な
ど
で
作
っ
た
ア

イ
ヌ
民
族
の
楽
器
で
、
弁
を
口
に
く

わ
え
、
ひ
も
で
振
動
さ
せ
て
音
を
出

し
ま
す
。
口
の
形
を
変
え
た
り
、
舌

を
動
か
し
た
り
し
て
音
を
変
化
さ
せ

な
が
ら
演
奏
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
１
７
９
１
年
松
前
か
ら
有
珠
ま
で

旅
を
し
た
菅
江
真
澄
は
虻
田
で
ア
イ

ヌ
女
性
が
奏
で
る
ム
ク
ン
リ
（
ム
ッ

ク
リ
）
を
聞
き
、
大
変
面
白
い
と
そ

の
絵
を
描
き
残
し
て
い
ま
す
。
　
　

　 　 
      

　
本
州
で
は
口
琴
（
こ
う
き
ん
）、口

琵
琶
、
津
軽
琵
琶
な
ど
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
埼
玉
県
の
平
安
時
代
の

遺
跡
か
ら
鉄
製
の
物
が
発
掘
さ
れ
、

古
く
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
分

か
り
ま
し
た
。
１
８
２
０
年
頃
に
は

江
戸
の
子
供
た
ち
を
中
心
に
大
流
行

し
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。
　
　

　
皆
さ
ん
も
自
分
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ム

ッ
ク
リ
を
つ
く
り
、
演
奏
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１２
月
２５
日
�
午
後
１
時
３０
分

参
加
料
　
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
学
４
年
生
〜
中
学
生
　
　

定
員
　
２０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
み
　
１１
月
３０
日
�
か
ら
電
話
で

　 
 



    

◎
第
６
回
ウ
ォ
ー
タ
ビ
ク
ス
教
室
　

日
時
　
１２
月
１４
日
�
〜
１
月
２８
日
�

　
　
　
の
火
・
金
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

受
講
料
　
５
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
　
　
　
　
　
　

定
員
　
３０
名（
申
込
順
）　
　
　
　
　

申
込
み
　
１１
月
２６
日
�
〜
１２
月
７
日
�

◎
第
６
回
パ
ワ
フ
ル
ス
イ
ム
　
　
　

日
時
　
１２
月
１４
日
�
〜
１
月
２８
日
�

　
　
　
の
火
・
金
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
１２
時
〜
午
後
１
時
３０
分
　
　

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
　
　
　
　
　
　

定
員
　
５０
名（
申
込
順
）　
　
　
　
　

申
込
み
　
１１
月
２６
日
�
〜
１２
月
７
日
�

◎
第
６
回
市
民
水
泳
教
室
　
　
　
　

日
時
　
１２
月
１４
日
�
〜
１
月
２８
日
�

　
　
　
の
火
・
金
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
午
前
の
部
　
１０
時
３０
分
　
　

　
　
　
午
後
の
部
　
６
時
３０
分
　
　

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
　
　
　
　
　
　

定
員
　
午
前
の
部
３０
名
（
申
込
順
）

　
　
　
午
後
の
部
２０
名
（
申
込
順
）

申
込
み
　
１１
月
２６
日
�
〜
１２
月
７
日
�

◎
第
６
回
き
っ
ち
り
４
泳
法
マ
ス
タ

　
ー
コ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１２
月
１５
日
�
〜
１
月
３１
日
�

　
　
　
の
月
・
水
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
１２
時
　
　

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
　
　
　
　
　
　

定
員
　
２０
名（
申
込
順
）　
　
　
　
　

申
込
み
　
１１
月
２９
日
�
〜
１２
月
８
日
�

◎
第
４
回
き
っ
ち
り
４
泳
法
ナ
イ
ト

　
コ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１２
月
２２
日
�
〜
３
月
１６
日
�

　
　
　
の
水
曜
日
（
全
１０
回
）
　
　

　
　
　
午
後
６
時
３０
分
〜
８
時
　
　

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
　
　
　
　
　
　

定
員
　
１０
名（
申
込
順
）　
　
　
　
　

申
込
み
　
１１
月
２４
日
�
〜
１２
月
１５
日
�

◎
第
６
回
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
水
泳

　
教
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１２
月
２７
日
�
〜
２
月
７
日
�

　
　
　
の
月
・
木
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
　
　
　
　
　
　

定
員
　
２０
名（
申
込
順
）　
　
　
　
　

申
込
み
　
１２
月
２
日
�
〜
１２
月
１６
日
�

◎
第
７
回
少
年
少
女
わ
ん
ぱ
く
水
泳

　
教
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１
月
８
日
�
〜
２
月
１２
日
�

　
　
　
の
土
・
日
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

受
講
料
　
２
０
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
小
学
生
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
５０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
み
　
１２
月
１２
日
�
　
　
　
　
　

　
　
　
　
午
後
４
時
１５
分
〜
４
時
３０
分

◎
第
４
回
サ
ン
デ
ィ
ス
イ
ム
　
　
　

日
時
　
１
月
９
日
�
〜
３
月
１３
日
�

　
　
　
の
日
曜
日
（
全
１０
回
）
　
　

　
　
　
午
後
３
時
３０
分
〜
午
後
５
時

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
　
　
　
　
　
　

定
員
　
２０
名（
申
込
順
）　
　
　
　
　

申
込
み
　
１１
月
２１
日
�
〜
１２
月
１９
日
�

◎
第
４
回
ロ
ン
グ
５０
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス

日
時
　
１
月
１７
日
�
〜
３
月
２８
日
�

　
　
　
の
月
曜
日
（
全
９
回
）
　
　

　
　
　
１２
時
〜
午
後
１
時
１５
分
　
　

受
講
料
　
４
３
２
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
　
　
　
　
　
　

定
員
　
２０
名（
申
込
順
）　
　
　
　
　

申
込
み
　
１２
月
６
日
�
〜
１２
月
２７
日
�

器
材
点
検
日
以
外
の
使
用
制
限
等
　

　
１２
月
５
日
�
は
市
民
水
泳
記
録
会

の
た
め
、
２５
ｍ
プ
ー
ル
は
１２
時
ま
で
、

５０
ｍ
プ
ー
ル
は
午
後
２
時
ま
で
使
用

で
き
ま
せ
ん
。
な
お
１５
ｍ
プ
ー
ル
・

幼
児
プ
ー
ル
は
使
用
で
き
ま
す
。
　

　
　
　
　 

  

◎
平
成
２２
年
度
第
３
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

○
ジ
ュ
ニ
ア
室
内
サ
ッ
カ
ー
　
　
　

日
時
　
１
月
２４
日
・
３１
日
　
　
　
　

　
　
　
２
月
７
日
・
１４
日
・
２１
日
の

　
　
　
月
曜
日
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
午
後
４
時
１５
分
〜
５
時
１５
分

受
講
料
　
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　

定
員
　
小
学
１
年
生
〜
３
年
生
３０
名

申
込
み
　
１２
月
１４
日
�
　
　
　
　
　

　
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
１
時
４５
分

○
わ
ん
ぱ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１
月
２５
日
・
２
月
１
日
・
８
日

　
　
　
１５
日
・
２２
日
の
火
曜
日
　
　

　
　
　
午
後
４
時
１５
分
〜
５
時
１５
分

受
講
料
　
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　

定
員
　
小
学
１
年
生
〜
３
年
生
３０
名

申
込
み
　
１２
月
１４
日
�
　
　
　
　
　

　
　
　
　
午
後
３
時
〜
３
時
１５
分
　

○
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１
月
２７
日
・
２
月
３
日
・
１０
日

　
　
　
１７
日
・
３
月
３
日
の
木
曜
日

　
　
　
午
後
４
時
１５
分
〜
５
時
１５
分

受
講
料
　
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　

定
員
　
小
学
４
年
生
〜
６
年
生
３０
名

申
込
み
　
１２
月
１４
日
�
　
　
　
　
　

　
　
　
　
午
後
４
時
３０
分
〜
４
時
４５
分

○
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１
月
２４
日
・
３１
日
　
　
　
　

　
　
　
２
月
７
日
・
１４
日
・
１８
日
・

　
　
　
２１
日
・
２５
日
・
２８
日
　
　
　

　
　
　
３
月
４
日
・
７
日
の
月
・
金

　
　
　
曜
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

受
講
料
　
３
０
０
０
円
　
　
　
　
　

定
員
　
一
般
男
女
３０
名
　
　
　
　
　

申
込
み
　
１２
月
１４
日
�
　
　
　
　
　

　
　
　
　
午
前
９
時
３０
分
〜
９
時
４５
分 

○
や
さ
し
い
筋
力
ア
ッ
プ
ス
ト
レ
ッ
チ

日
時
　
１
月
２４
日
・
２８
日
・
３１
日
　

　
　
　
２
月
４
日
・
７
日
・
１４
日
・

　
　
　
１８
日
・
２１
日
・
２５
日
・
２８
日

　
　
　
の
月
・
金
曜
日
　
　
　
　
　

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
　
　

受
講
料
　
３
０
０
０
円
　
　
　
　
　

定
員
　
一
般
男
女
３０
名
　
　
　
　
　

申
込
み
　
１２
月
１４
日
�
　
　
　
　
　

　
　
　
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
１０
時
４５
分

※
申
込
み
は
市
民
体
育
館
第
１
会
議

　
室
で
行
い
ま
す
。
定
員
を
超
え
た

　
場
合
は
そ
の
場
で
抽
選
と
し
、
定

　
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
申
込
着

　
順
で
定
員
に
な
る
ま
で
受
け
付
け

　
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　http://w
w
w
.zaidan-hakodate.com

/ 

　yoyaku/

■
市
民
会
館
・
芸
術
ホ
ー
ル
・
市
民

　
体
育
館
　
ウ
ェ
ブ
で
の
施
設
予
約

　
サ
ー
ビ
ス
　
１
月
７
日
よ
り
開
始
！

　
平
成
２３
年
１
月
７
日
�
よ
り
、
市

民
会
館
・
芸
術
ホ
ー
ル
・
市
民
体
育

館
の
公
共
施
設
予
約
サ
ー
ビ
ス
が
始

ま
り
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
（
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
）
で
施
設
の
空
き
状
況
を
確
認

し
、
事
前
登
録
を
行
う
こ
と
で
施
設

の
仮
予
約
が
行
え
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

○
公
共
施
設
予
約
サ
ー
ビ
ス
　 

　 
 

○
施
設
の
空
き
状
況
の
確
認
　
　
　

　
午
前
５
時
〜
翌
午
前
３
時
　
　
　

○
施
設
の
仮
予
約
　
　
　
　
　
　
　

　
午
前
９
時
〜
深
夜
０
時
　
　
　
　

○
ウ
ェ
ブ
予
約
の
で
き
る
施
設
　
　

市
民
会
館
　
展
示
室
、
和
室
、
小
会

　
　
　
　
　
議
室
１
・
２
号
　
　
　

芸
術
ホ
ー
ル
　
練
習
室
１
・
２
号
　

市
民
体
育
館
　
第
２
・
３
・
４
体
育

　
　
　
　
　
　
室
、
第
１
・
２
・
３

　
　
　
　
　
　
会
議
室
　
　
　
　
　

◎
仮
予
約
に
あ
た
っ
て
の
注
意
　
　

※
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。
ウ
ェ
ブ

　
ま
た
は
施
設
の
窓
口
で
登
録
申
請

　
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　

※
ウ
ェ
ブ
で
の
仮
予
約
後
、
１
週
間

　
以
内
に
来
館
し
、
基
本
使
用
料
を

　
お
支
払
い
い
た
だ
い
て
か
ら
予
約

　
完
了
と
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
詳
し
く
は
、
各
施
設
ま
た
は
財
団

総
務
課
（
�
５７ 
¦
９
７
３
４
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
　
　

■
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
　
　
　

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
お
知
ら
せ
　
　

　 
         

　
財
団
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
デ
ザ

イ
ン
を
一
新
し
、
よ
り
見
や
す
く
、

使
い
や
す
い
ペ
ー
ジ
へ
と
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
進
め
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
　
　
　
　

http://w
w
w
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/ 

問
合
せ
　
�
５７ 
¦
９
７
３
４（
総
務
課
） 

 




